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第
25
回

山
陰
本
線
二
条
駅
で
下
車
し
て

■

J
R
二
条
駅
前

今
回
は
、
J
R
二
条
駅
で
降
り
て
、
そ
の
東
南
の
地
域
を
め
ぐ
り
ま
し
ょ

う
。
北
は
二
条
城
南
の
堀
に
沿
っ
た
押
小
路
通
、
南
は
六
角
通
、
東
は
大
宮

通
、
西
は
千
本
通
で
囲
ま
れ
た
地
域
で
す
。
こ
の
地
域
は
、
大
内
裏
の
南
側

で
、
平
安
時
代
を
通
じ
て
の
文
教
地
区
で
し
た
。
二
条
城
が
築
か
れ
て
、
江

戸
時
代
に
な
っ
て
か
ら
は
、
京
都
町
奉
行
所
を
は
じ
め
と
す
る
行
政
官
庁
地

区
で
し
た
。

山
陰
本
線
二
条
駅
で
下
車
す
る
と
、
ま
ず
お
ど
ろ
く
の
は
、
高
架
の
ホ
ー

ム
を
覆
う
屋
根
で
す
。
写
真
に
示
す
よ
う
に
、
木
造
ト
ラ
ス
の
曲
面
で
、
お

よ
そ
駅
ら
し
く
な
い
斬
新
な
形
を
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
高
架
で
吹
き
さ
ら

し
な
の
で
、
冬
は
寒
い
だ
ろ
う
な
と
、
要
ら
ぬ
心
配
を
し
て
し
ま
い
ま
す
。

通
常
の
駅
屋
根
の
部
分
が
、
カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
尾
っ
ぽ
よ
ろ
し
く
付
属
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
で
も
、
長
い
連
結
の
電
車
だ
と
、
か
な
り
の
部
分
は
は
み
出
し

て
し
ま
う
の
で
、
雨
の
日
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
。

な
お
、
高
架
化
以
前
の
旧
駅
舎
は
、
一
九
九
六
年
に
梅
小
路
蒸
気
機
関
車

館
の
玄
関
兼
展
示
館
と
し
て
移
築
さ
れ
、
京
都
市
指
定
有
形
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

一
昔
ま
え
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
京
都
市
街
の
は
ず
れ
で
し
た
が
、
一

九
九
七
年
に
地
下
鉄
二
条
駅
が
開
設
。
J
R
二
条
駅
と
連
絡
し
、
さ
ら
に

二
条
駅

立
命
館
大
学
と
仏
教
大
学

は
、
地
下
鉄
が
天
神
川
駅
ま
で
伸
延
さ
れ
る
な
ど
、
最
近
で
は
、
交
通
の

便
利
な
地
域
と
し
て
変
貌
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
駅
東
側
の
整
備
が
進
ん
で
お

り
、
駅
東
側
に
沿
っ
て
最
南
部
に
、
立
命
館
大
学
朱
雀
キ
ャ
ン
パ
ス
の
建
物

が
あ
り
、
北
隣
に
仏
教
大
学
が
建
設
中
。
ま
た
、
駅
の
西
側
に
も
、
複
合
商

業
施
設
「
　ビ
ビ

B
iV

i　
二
条
」（
食
堂
街
、
店
舗
、
映
画
館
な
ど
）
が
あ
り
ま
す
。

駅
前
に
は
、
　し

び
鴟
尾　
が
付
い
た
建
物
を
模
し
た
案
内
板
が
あ
り
ま
す
。
平
安

時
代
に
こ
の
付
近
に
あ
っ
た
朱
雀
門
（
大
内
裏
の
正
門
）
を
模
し
た
も
の
で

す
。
屋
根
の
南
側
に
は
、
平
安
京
全
図
、
八
省
院
（
朝
堂
院
、
大
極
殿
）
や

豊
楽
院
の
復
元
図
、
伴
大
納
言
絵
詞
（
応
天
門
炎
上
部
分
図
）
な
ど
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。
屋
根
の
北
側
は
、
二
条
駅
付
近
で
お
こ
な
わ
れ
た
発
掘
調
査
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町
名
看
板
の
所
在
（
J
R
二
条
駅
西
の
界
隈
）

二
条
駅
前
案
内
板

同
（
タ
ク
シ
ー
プ
ー
ル
）

の
概
略
が
ま
と
め
て
あ
り
ま
す
。
東
側
と
西
側
に
は
、
関
連
す
る
発
掘
調
査

の
概
略
が
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
タ
ク
シ
ー
プ
ー
ル
の
と

こ
ろ
に
、
別
の
案
内
板
が
あ
り
ま
す
。

■

大
学
寮
の
跡—

平
安
時
代
に
は

■

大
学
寮
は
国
立
大
学

二
条
城
南
側
の
堀
に
沿
っ
た
押
小
路
通
と
西
側
の
堀
に
沿
っ
た
美
福
通

（
二
条
城
の
北
側
の
道
筋
か
ら
は
ず
れ
て
い
ま
す
が
、
智
恵
光
院
通
と
も
呼

ぶ
よ
う
で
す
）
と
の
交
差
点
の
西
南
角
、
地
蔵
尊
の
小
祠
の
傍
ら
に
、「
此

附
近

大
學
寮
址
」
の
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。
振
り
返
る
と
、
交
差
点
の
東
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北
角
に
は
、
二
条
城
の
　す
み
や
ぐ
ら

隅
櫓　
が
見
え
ま
す
。

大
学
寮
は
、
平
安
時
代
の
高
等
教
育
機
関
で
、
五
位
以
上
の
子
弟
の
教
育

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
式
部
省
の
管
轄
で
、
長
官
は
　だ
い
が
く
の
か
み

大
学
頭　
。
そ
の
下
に
、

教
官
と
し
て
、
　
み
ょ
う
ぎ
ょ
う

明
経　
博
士
（
単
に
博
士
と
も
い
う
。
経
書
の
教
授
）、
　も
ん
じ
ょ
う

文
章　

博
士
（
詩
文
の
教
授
、
　り
ょ
う
げ

令
外　
の
官
）、
　み
ょ
う
ぼ
う

明
法　
博
士
（
法
律
の
教
授
）、
算
博

士
（
算
術
の
教
授
）、
音
博
士
（
中
国
語
発
音
の
教
授
）
書
博
士
（
書
道
の

教
授
）
な
ど
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
学
科
と
し
て
の
名
称
は
、
明
経
道
、

紀
伝
道
（
文
章
道
）、
明
法
道
、
算
道
、
音
道
、
書
道
。

『
　し
ゅ
う
が
い
し
ょ
う

拾
芥
抄　
』（
鎌
倉
中
期
成
立
）
に
は
、「
式
部
省
」
の
下
に
「
大
學
寮
」

の
項
が
あ
っ
て
、
当
時
の
官
職
が
列
挙
さ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

（http://hdl.handle.net/2433/277
）
で
影
印
が
入
手
で
き
ま
す
の
で
、

翻
刻
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　二
条
南
朱
雀
大
路
東

大
学
寮　
　神泉苑西　

頭

助
　正権　

允
　正少　

属
　大少　

　令

外
文
章　
博
士

明
経
博
士
　如除
目
不
加
明
経

二
字
或
大
学
博
士　

助
教

　令

外
直
講　

明
法
博
士

算
博
士

音
博
士

書
博
士

行
政
官
は
、
　だ
い
が
く
の
か
み

大
学
頭　
を
筆
頭
に
、
　だ
い
が
く
の
す
け

大
学
助　
（「
正
」
は
略
す
こ
と
が
多
い
）、

　だ
い
が
く
の
ご
ん
の
す
け

大
学
権
助　
な
ど
の
役
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。　じ
ょ
う允　
　正少　と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
　だ
い
が
く
の
じ
ょ
う

大
学
允　
・
大
学
少
允
と
呼
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
通
常
は
、

　た
い
じ
ょ
う

大
允　
・
少
允
の
よ
う
に
呼
ぶ
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
。
ち
な
み
に
、「
　さ
か
ん属　
　大少　」

の
割
書
に
よ
っ
て
、
　さ
か
ん属　の
場
合
は
、
　だ
い
さ
か
ん

大
属　
・
少
属
の
対
で
呼
ん
で
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
教
官
の
項
の
明
経
博
士
の
割
書
に
は
、「
　じ
も
く

除
目　
の
　ご
と如　
き
は
、

明
経
の
二
字
を
加
え
ず
。
　あ
る
い或　は
大
学
博
士
」
と
あ
り
、
単
に
「
　は
か
せ

博
士　
」
と
い

地
蔵
尊
の
小
祠

「
此
附
近

大
學
寮
址
」
碑

二
条
城
西
南
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え
ば
明
経
博
士
を
差
す
こ
と
を
明
示
し
て
い
ま
す
。

こ
の
翻
刻
で
わ
か
る
よ
う
に
、
最
初
の
部
分
に
大
学
寮
の
所
在
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。「
二
条
南
、
朱
雀
大
路
東
、
神
泉
苑
西
」
と
あ
り
、
南
限
は
特

定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
別
の
と
こ
ろ
に
は
（
次
に
引
用
す
る
よ
う

に
）
南
限
は
三
条
坊
門
小
路
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
と
同
じ
と
み

ま
す
と
、
四
町
を
占
め
る
広
大
な
敷
地
を
も
っ
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
神
泉
苑
の
所
在
は
、「
二
條
南
大
宮
西
八
町
　三条
北

壬
生
東　
」
と
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
便
宜
の
た
め
に
、
こ
の
付
近
の
地
図
国
土
地
理
院
の
電
子
国
土

ポ
ー
タ
ル(http://portal.cyberjapan.jp/)

か
ら
え
た
地
図
に
、
大
学

寮
や
神
泉
苑
の
所
在
を
書
き
込
ん
だ
略
図
を
示
し
ま
す
。

さ
ら
に
、『
　し
ゅ
う
が
い
し
ょ
う

拾
芥
抄　
』
の
別
の
と
こ
ろ
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
り

ま
す
。

大
學
寮
一
町
　二條
南
、
三
條
坊
門
北
、

壬
生
西
、
坊
城
東
、
　

こ
の
敷
地
だ
と
、
西
半
分
が
な
く
な
っ
て
、
二
町
に
半
減
し
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、「
大
學
寮
一
町
」
の
「
一
町
」
と
は
矛
盾
し
ま
す
の
で
、
二
町
に
な
っ

た
あ
と
、
最
終
的
に
は
、
一
町
に
ま
で
狭
く
な
っ
た
と
推
定
し
て
よ
い
で

し
ょ
う
。

三
条
坊
門
小
路
は
、
現
在
の
御
池
通
に
相
当
し
、
壬
生
大
路
は
、
現
在
の

美
福
通
に
相
当
し
ま
す
（
現
在
の
美
福
通
は
、
壬
生
大
路
の
少
し
西
側
に
あ

た
り
ま
す
）。
当
時
の
大
内
裏
の
　び
ふ
く
も
ん

美
福
門　
は
、
二
条
通
に
面
し
、
そ
こ
か
ら

壬
生
大
路
が
南
に
延
び
て
い
ま
し
た
。『
拾
芥
抄
』
の
記
載
に
従
え
ば
、
石

碑
の
建
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
大
学
寮
の
東
部
中
央
附
近
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

「
　は
か
せ

博
士　
」
と
い
え
ば
明
経
博
士
を
差
し
た
よ
う
に
、
初
期
の
大
学
寮
で

大
学
寮
、
弘
文
院
、
勧
学
院
、
奨
学
院
の
所
在

国
土
地
理
院
の
電
子
国
土
ポ
ー
タ
ル
よ
り
え
た
地
図
を
も
と
に
作
成
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は
、
明
経
道
が
重
ん
じ
ら
れ
ま
し
た
。
神
亀
五
年
〔
七
二
八
〕
に
文
章
博
士

が
　り
ょ
う
げ

令
外　
の
官
と
し
て
設
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
官
位
と
し
て
は
、
明
経
博
士
よ

り
下
に
お
か
れ
て
い
ま
し
た
。
平
安
時
代
に
入
っ
て
か
ら
、
次
第
に
紀
伝
道

（
文
章
道
）
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
弘
仁
一
二
年
〔
八
二
一
〕
に
文

章
博
士
を
従
五
位
下
と
し
、
官
位
の
う
え
で
も
、
明
経
博
士
よ
り
も
上
位
に

お
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
　す
が
わ
ら
の
き
よ
き
み

菅
原
清
公　
（
宝
亀

元
年
〔
七
七
〇
〕
〜
承
和
九
年
〔
八
四
二
〕、
延
暦
二
三
年
〔
八
〇
四
」
遣

唐
使
）
の
力
が
大
き
い
。
子
弟
の
教
育
に
力
を
注
い
だ
結
果
、
子
の
菅
原
是

善
、
孫
の
菅
原
道
真
も
文
章
博
士
に
な
り
、
事
実
上
世
襲
の
形
に
な
っ
て
い

ま
す
。
菅
原
道
真
の
失
脚
（
昌
泰
四
年
〔
九
〇
一
〕）
の
あ
と
は
、
大
江
氏

が
力
を
も
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
（
な
お
、
道
真
の
子
　あ
つ
し
げ

淳
茂　
も
、
父
道
真
の
事

件
に
連
座
し
ま
し
た
が
、
許
さ
れ
た
の
ち
、
文
章
博
士
に
な
っ
て
い
ま
す
。

本
シ
リ
ー
ズ
第
18
回
を
参
照
）。
平
安
中
期
こ
ろ
か
ら
、
大
学
寮
敷
地
内
の

北
側
に
設
立
さ
れ
た
　も
ん
じ
ょ
う
い
ん

文
章
院　
の
　と
う
そ
う

東
曹　
を
大
江
氏
、
　せ
い
そ
う

西
曹　
を
菅
原
氏
が
受
け
持

つ
よ
う
に
な
り
、
教
官
等
の
世
襲
の
傾
向
が
強
く
な
り
ま
し
た
。

大
学
寮
の
学
制
は
ど
う
な
っ
て
い
た
か
。
文
章
道
に
つ
い
て
い
え
ば
、
達

成
度
に
応
じ
て
、
　ぎ
も
ん
じ
ょ
う
し
ょ
う

擬
文
章
生　
（
　ぎ
し
ょ
う

擬
生　
）→

　も
ん
じ
ょ
う
し
ょ
う

文
章
生　
（
　も
ん
じ
ん

文
人　
ま
た
は
　し
ん
し

進
士　
）

→

　も
ん
じ
ょ
う
と
く
ぎ
ょ
う
し
ょ
う

文
章
得
業
生　
（
　し
ゅ
う
さ
い

秀
才　
）
と
進
む
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
現
在
の

学
士
・
修
士
・
博
士
の
学
位
に
相
当
す
る
と
み
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
。

■

大
学
寮
の
焼
失

大
学
寮
は
、
平
安
時
代
を
通
じ
て
機
能
し
た
よ
う
で
す
が
、
鎌
倉
幕
府
が

開
か
れ
る
直
前
に
、
安
元
の
大
火
（
安
元
三
年
〔
一
一
七
七
〕、
八
月
に
改

元
し
て
治
承
元
年
）
で
焼
失
し
て
し
ま
い
、
そ
の
後
は
再
建
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
本
シ
リ
ー
ズ
第
1
回
で
も
引
用
し
ま
し
た
が
、『
方
丈
記
』
の
記
載

を
再
度
引
用
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

（
前
略
）
は
て
に
は
、
　す
ざ
く
も
ん

朱
雀
門　
・
　だ
い
ご
く
で
ん

大
極
殿　
・
　だ
い
が
く

大
學　
　れ
う寮　
・
　み
ん
ぶ
し
や
う

民
部
省　
な

ど
ま
で
　う
つ移　
り
て
、
　ひ
と
よ

一
夜　
の
う
ち
に
　ち
り
は
ひ

塵
灰　
と
な
り
に
き
。

『
方
丈
記
徒
然
草
』
岩
波
古
典
文
学
大
系
。
西
尾
實
校
注
〔
一
九
五
七
〕

た
だ
し
、
旧
字
体
を
新
字
体
に
変
更
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

九
条
　か
ね
ざ
ね

兼
実　
（
久
安
五
年
〔
一
一
四
九
〕
〜
承
元
元
年
〔
一
二
〇
七
〕）
の

日
記
『
　ぎ
ょ
く
よ
う

玉
葉　
』
安
元
三
年
（
治
承
元
年
〔
一
一
七
七
〕）
五
月
二
八
日
の
条

に
は
、
さ
ら
に
具
体
的
に
焼
失
し
た
建
物
の
記
載
が
あ
り
ま
す
（
訓
点
と
振

り
が
な
追
加
）。

焼
　ノ亡　
所
々

大
極
殿
　以

下
已
下　
、
八
省
院
一
切
　不
レ　
残
、

会
昌
門
、
応
天
門
、
朱
雀
門
、
神
祇
官
　八神
御
正

躰
焼
失
、　
民
部
省
　図帳
倉
　不
二　

焼
　亡
一　
云
々
、　

　ち
か
ら
れ
う

主
計
寮　
、　か
ず
え
れ
う

主
税
寮　
、式
部
省
、真
言
院
　両界
曼
陀
羅

同
以
焼
亡
、　
　も
ん
ど
の
つ
か
さ

主
水
司　
、　た
い
ぜ
ん
し
き

大
膳
職　
、

大
学
寮
　孔子
御
影

　奉
二　
取
　出
　一レ　　
之
、　
勧
学
院
等
云
々
、

公
卿
家

関
白
　錦小
路

大
宮
、　
内
大
臣
、
源
大
納
言
　　在二　
西
　京
一　
云
々
、
已
上
三
人
、

当
時
不
居
住
之
家
、

　
二
位
大
納

言
　三条
西

洞
院
、　
中
宮
大
夫
、
二
位
中
将
　已上
四
条
大
宮
、
町

内
両
方
　候
レ　
之
云
々
、　
藤
大
納
言
　三条
油

小
路
、　

藤
中
納
言
　綾小
路

西
洞
院
、　
」
別
当
　三条堀川
、　
源
中
納
言
　三条猪熊
、　
堀
川
宰
相
　綾小
路

堀
川
、　

　
（
藤
原
俊
盛
）

大
宮
権
大
夫　
　　在二　
西
　
、
京
一　
不

住
之
家
也
、
　
左
大
弁
　六角大宮
、　
五
条
大
納
言
　二条
油
小

路
直
廬
也
、　

　以

上
已
上　
公
卿
十
四
人
云
々
、

九
条
兼
実
『
玉
葉
』

『
圖
書
寮
叢
刊
　九条家本　
玉
葉
五
』、
明
治
書
院
（
一
九
九
八
）
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八
省
院
は
、
大
内
裏
の
正
門
で
あ
る
朱
雀
門
を
入
る
と
正
面
に
あ
り
、
八

省
院
の
正
門
が
応
天
門
、
中
門
（
朝
堂
院
へ
入
る
門
）
が
会
昌
門
で
す
。
大

極
殿
は
、
朝
堂
院
の
広
庭
の
北
（
八
省
院
の
最
北
の
一
角
）
を
占
め
て
い

ま
す
。「
大
極
殿
　以

下
已
下　
、
八
省
院
は
一
切
残
ら
ず
」
と
あ
り
ま
す
か
ら
、
全

部
焼
け
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
判
明
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
の
焼
失
し
た
と
し
て

あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
大
内
裏
の
東
南
地
域
（
八
省
院
の
東
側
）
に
あ
っ

た
建
物
で
す
。
今
回
の
話
題
に
関
係
あ
る
大
学
寮
と
勧
学
院
（
後
述
）
も
焼

失
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
学
寮
の
記
載
の
と
こ
ろ
に
割
書
で
、

「
孔
子
の
　み
え
い

御
影　
、
　こ
れ之　
を
　と
り
だ

取
出　
し
　
た
て
ま
つ
奉　
る
」
と
あ
り
大
学
寮
の
孔
子
廟
に
あ
っ
た

孔
子
像
は
、
持
ち
出
し
て
無
事
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

『
玉
葉
』
ら
し
い
と
こ
ろ
は
、
焼
失
し
た
建
物
の
具
体
的
な
記
述
の
あ
と

に
、
過
去
の
火
事
の
例
を
調
べ
た
結
果
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
た
と

え
ば
、
大
極
殿
の
炎
上
は
貞
観
十
八
年
〔
八
七
七
〕
と
天
喜
六
年
〔
一
〇
五

八
〕
の
二
回
あ
り
、
そ
の
あ
と
改
元
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
を
記
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
真
言
院
・
大
学
寮
・
勧
学
院
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
に
火
事
に

遭
っ
て
い
な
い
と
記
し
て
い
ま
す
。

安
元
の
大
火
の
消
失
範
囲
に
つ
い
て
い
え
ば
、『
玉
葉
』
に
は
「
東
は
富

小
路
、
南
は
六
条
、
西
は
朱
雀
以
西
、
北
は
大
内
裏
。
火
事
の
間
に
は
、
辻

風
（
火
災
旋
風
）
が
度
々
吹
い
た
」
と
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。『
方
丈
記
』
や

『
玉
葉
』
の
記
載
で
わ
か
る
よ
う
に
、
安
元
の
大
火
（
太
郎
焼
亡
）
で
は
、
市

街
の
み
な
ら
ず
、
行
政
や
教
育
の
中
枢
が
焼
け
落
ち
た
わ
け
で
、
平
安
時
代

の
終
末
を
告
げ
る
象
徴
的
な
事
件
で
す
。

押
小
路
通
と
御
池
通
の
間
の
東
西
の
通
り
を
、
千
本
通
か
ら
東
へ
進
む

と
、
丁
字
路
で
突
き
当
た
り
ま
す
が
、
そ
の
西
北
角
の
お
宅
に
、
町
名
看
板

「
西
ノ
京
北
聖
町
」
1©
が
掲
げ
て
あ
り
ま
す
。「
北
聖
」
は
、
平
安
時
代
に
大

　に
し
の
き
ょ
う
ほ
く
せ
い
ち
ょ
う

西
ノ
京
北
聖
町　

1©

学
寮
が
あ
り
、
聖
人
の
道
を
学
ん
で
い
た
こ
と
に
因
ん
だ
町
名
で
し
ょ
う
。

■

平
安
時
代
の
学
者
先
生

■

紀
長
谷
雄
の
場
合

大
学
寮
は
今
で
い
う
国
立
大
学
で
、
文
章
博
士
や
明
法
博
士
は
、
大
学
の

学
者
先
生
で
す
。『
今
昔
物
語
』
に
は
、
学
者
先
生
の
行
状
を
揶
揄
す
る
話
が

い
く
つ
か
載
っ
て
い
ま
す
。
大
学
寮
や
文
章
博
士
や
明
法
博
士
が
出
て
き
た

つ
い
で
に
紹
介
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
昨
今
も
そ
う
で
す
が
、
尊
敬
半
分
、

冷
や
か
し
半
分
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

『
今
昔
物
語
』
巻
二
八
に
、
文
章
博
士
　き
の
は
せ
お

紀
長
谷
雄　
の
文
才
を
称
揚
す
る
一

方
で
、
陰
陽
道
に
は
詳
し
く
な
か
っ
た
こ
と
を
揶
揄
す
る
話
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、『
今
昔
物
語
』
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
陰
陽
道
を
重
く
み
る
話

が
多
い
の
で
、
割
り
引
い
て
読
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
当
時
は
天
変
地
異
・

病
気
の
流
行
な
ど
を
す
べ
て
鬼
の
仕
業
と
す
る
以
外
に
合
理
的
な
説
明
が
で

き
な
い
の
で
、
陰
陽
道
（
あ
る
い
は
宗
教
的
な
祈
祷
）
を
重
く
み
る
の
は
、
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世
間
一
般
の
傾
向
で
し
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
紀
長
谷
雄
の
話
に
つ
い

て
は
、
一
般
の
傾
向
以
上
に
バ
イ
ア
ス
が
か
か
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ

ま
す
。

　ち
う
な
ご
ん
き
の
は
せ
を
の
い
え
に
あ
ら
は
る
る
い
ぬ
の
こ
と

中
納
言
紀
長
谷
雄
家
顕
狗
語　
第
二
十
九

　い
ま
は
む
か
し

今
昔　
、
　ち
う
な
ご
ん

中
納
言　
　き紀　
ノ
　は

せ

を

長
谷
雄　
ト
　い云　
フ
　は
か
せ

博
士　
　あ
り有　
ケ
リ
。
　ざ
い
か
し
こ

才
賢　
ク

　さ
と
り
ひ
ろ
く

悟
広　
ク
シ
テ
、
　よ世　
ニ
　な
ら並　
ビ
　な無　
ク
　や
む
ご
ろ
な

止
事
無　
キ
　も
の者　
ニ
テ
　あ
り有　
ケ
レ
ド
モ
、

　お
む
み
や
う

陰
陽　
ノ
　か
た方　
ヲ
ナ
ム
、
　い
か何　
ニ
モ
　し

ら
不
知　
ザ
リ
ケ
リ
。

『
今
昔
物
語
』
巻
二
八
第
二
九

（
馬
淵
和
夫
、
国
東
文
麿
、
稲
垣
泰
一
校
注
・
訳
『
今
昔
物
語
』

新
編
日
本
古
典
全
集
38
、
小
学
館
、
二
〇
〇
二
）

話
を
要
約
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

犬
が
屋
敷
に
入
っ
て
「
　ゆ
ば
り尿　」
を
す
る
の
が
頻
繁
な
の
で
、
紀
長

谷
雄
は
「
あ
や
し
い
こ
と
が
お
こ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
陰
陽

師
に
吉
凶
を
占
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。「
某
月
某
日
に
、
鬼
が
あ

ら
わ
れ
る
。
た
だ
し
祟
り
を
な
す
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
」
と

の
占
い
。
紀
長
谷
雄
は
「
　も
の
い
み

物
忌　
を
し
な
け
れ
ば
」
と
い
い
な
が

ら
、
す
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
日
に
　が
く
し
ょ
う

学
生　
を
集
め
て
詩
文

を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
す
る
と
、
　ぬ
り
ご
め

塗
籠　
（
妖
怪
の
隠
れ
て
い
る
と

こ
ろ
）
の
中
か
ら
恐
ろ
し
い
吠
え
声
が
聞
こ
え
た
の
で
、
塗
籠
の

戸
を
少
し
開
け
る
と
、
二
尺
ば
か
り
の
身
長
で
、
体
・
手
足
は
白

く
、
頭
は
黒
く
、
　つ
の角　
が
一
本
生
え
た
得
体
の
知
れ
な
い
も
の
が
出

て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
学
生
の
一
人
が
頭
を
蹴
っ
た
と
こ
ろ

黒
い
も
の
が
と
れ
て
、
全
身
が
白
い
犬
が
き
ゃ
ん
と
鳴
い
て
あ
ら

わ
れ
ま
し
た
。
な
ん
の
こ
と
は
な
い
、
犬
が
は
ず
み
で
柄
の
つ
い

た
　た
ら
い盥　を
被
っ
た
と
こ
ろ
、
と
れ
な
く
な
っ
て
鳴
き
わ
め
い
て
い
た

だ
け
で
し
た
。
わ
か
っ
て
み
る
と
、
皆
大
笑
い
。
陰
陽
師
の
占
い

が
こ
と
ご
と
く
当
た
っ
た
こ
と
を
賞
賛
し
ま
し
た
。「
そ
れ
に
し

て
も
、
学
問
が
あ
る
は
ず
の
博
士
が
　も
の
い
み

物
忌　
を
わ
す
れ
る
な
ど
情
け

な
い
話
だ
」
と
、
紀
長
谷
雄
に
つ
い
て
噂
し
あ
っ
た
と
語
り
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
内
容
は
た
わ
い
の
な
い
妖
怪
話
。
陰
陽
師
の
占
い
も
、「
あ
た
る
も

八
卦
、
当
た
ら
ぬ
も
八
卦
」
の
類
で
、
ど
う
に
で
も
と
れ
る
内
容
で
す
。
そ

れ
を
賞
賛
し
な
が
ら
、
紀
長
谷
雄
に
つ
い
て
は
「
学
問
が
あ
る
と
い
っ
て

も
、
文
章
が
う
ま
い
だ
け
じ
ゃ
な
い
か
。
物
忌
を
忘
れ
て
、
結
果
的
に
陰
陽

道
を
軽
視
し
て
し
ま
う
の
は
、
バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
て
い
る
」
と
い
う
よ
う
な

揶
揄
を
含
ん
だ
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
話
を
誰
が
広
め
た
の
か
。
つ
い
で
に
、
根
拠
の
な
い
憶
説
を
考
え

つ
い
た
の
で
、
忘
れ
な
い
よ
う
に
書
き
留
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
本
シ
リ
ー

ズ
第
2
回
で
、
紀
長
谷
雄
を
痛
罵
し
た
三
善
清
行
の
話
（『
今
昔
物
語
』
巻

二
四
第
二
五
）
を
載
せ
ま
し
た
が
、
三
善
清
行
は
、
文
章
博
士
で
陰
陽
天
文

に
も
あ
か
る
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。『
今
昔
物
語
』
巻
二
八
第
二

九
の
話
は
、
紀
長
谷
雄
よ
り
も
三
善
清
行
の
ほ
う
が
す
ぐ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
、
暗
に
示
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、「
三
善
清

行
な
ら
物
忌
を
忘
れ
る
よ
う
な
ド
ジ
は
し
な
い
」
と
で
も
い
い
た
げ
で
す
。

本
シ
リ
ー
ズ
第
2
回
で
取
り
あ
げ
た
話
も
、
同
様
の
趣
旨
の
話
で
す
。
筆

者
の
見
立
て
で
は
、
三
善
清
行
は
、
詩
文
を
作
る
点
で
は
紀
長
谷
雄
に
劣
る

こ
と
を
自
覚
し
て
い
た
の
で
、
陰
陽
道
を
持
ち
出
し
て
、
こ
の
点
で
は
自
分
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の
方
が
す
ぐ
れ
て
い
る
と
し
て
、
バ
ラ
ン
ス
を
取
ろ
う
と
し
て
い
た
の
で
は

な
い
か
。
い
わ
ば
、
嫉
妬
の
裏
返
し
で
す
ね
。『
今
昔
物
語
』
の
本
文
で
は
、

吉
凶
を
占
っ
て
も
ら
っ
た
陰
陽
師
の
名
前
は
、
の
ち
に
記
入
す
る
よ
う
に
余

白
を
空
け
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
余
白
に
は
三
善
清
行
に
関
係
の
あ
る
陰
陽
師

の
名
前
を
入
れ
る
つ
も
り
で
は
な
か
っ
た
か
。
探
し
た
け
れ
ど
も
結
局
見
つ

か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
空
白
の
ま
ま
残
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
憶
測
で
す
。

大
学
寮
が
出
て
く
る
話
を
も
う
一
つ
。
紀
長
谷
雄
の
名
誉
回
復
を
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。『
今
昔
物
語
』巻
二
四
第
一
に
、「
　き
た
の
へ
の
お
と
ど
と
は
せ
を
の
ち
う
な
ご
ん
の
こ
と

北
辺
大
臣
長
谷
雄
中
納
言
語　

第
一
」
と
題
す
る
話
が
あ
り
、
後
半
に
紀
長
谷
雄
が
「
　り
や
う
に
ん

霊
人　
」
を
み
た
こ
と

を
述
べ
て
い
ま
す
。
次
に
後
半
部
分
を
引
用
し
ま
す
（
表
現
を
変
更
し
た
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
）。

　き
た
の
へ
の
お
と
ど
と
は
せ
を
の
ち
う
な
ご
ん
の
こ
と

北
辺
大
臣
長
谷
雄
中
納
言
語　
第
一

（
前
略
）
　ま
た亦　
、
　ち
う
な
ご
ん
は
せ
を

中
納
言
長
谷
雄　
ト
　い
ひ云　
ケ
ル
　は
か
せ

博
士　
　あ
り有　
ケ
リ
。
世

ニ
　な
ら
び
な

並
無　
カ
リ
ケ
ル
　が
く
し
や
う

学
生　
也
。
　そ
の
ひ
と

其
人　
、
月
ノ
　あ
か
か明　リ
ケ
ル
　よ夜　
、
　だ
い
が
く
れ
う

大
学
寮　

ノ
西
ノ
　も
ん門　
ヨ
リ
　い
で出　
テ
、
　ら
い礼　
□
門
ノ
橋
ノ
上
ニ
　た
ち立　
テ
　き
た
ざ
ま

北
様　
ヲ
　み見　
ケ
レ

バ
、
　し
ゆ
じ
や
く
も
ん

朱
雀
門　
ノ
　う
え上　
ノ
　こ
し層　
ニ
、
　
か
う
ぶ
り
冠　
ニ
テ
　あ
お
ち
や
く

襖
着　
ス
ル
　ひ
と人　
ノ
、
　た
け長　
ハ
　う
え上　

ノ
　た
る
き

垂
木　
　ち
か近　
ク
　あ有　
ル
ガ
、
　
う
そ
ぶ
き
吹　
ヲ
シ
、
　も
ん文　
ヲ
　じ
ゆ頌　
シ
テ
　め
ぐ廻　
ル
ナ
ム
　あ
り有　
ケ

ル
。
　は

せ

を

長
谷
雄　
　こ
れ此　
ヲ
　み見　
テ
、「
　わ我　
レ
　こ此　
レ
　り
や
う
に
ん

霊
人　
ヲ
　み見　
ル
。
　み
な
が

身
乍　
ラ
モ

　や
む
ご
と
な

止
事
無　
ク
」
ナ
ム
　お
も
ひ思　ケ
ル
。
　こ此　
レ
　ま
た亦　
　け

う
希
有　
ノ
　こ
と事　
也
。

『
今
昔
物
語
』
巻
二
四
第
一

（
馬
淵
和
夫
、
国
東
文
麿
、
稲
垣
泰
一
校
注
・
訳
『
今
昔
物
語
』

新
編
日
本
古
典
全
集
37
、
小
学
館
、
二
〇
〇
一
）

「
礼
　
（
不
明
）
□　
門
ノ
橋
」（
本
文「「
　ら
い礼　
　
　
ノ
　は
し　木有　　
」を
注
に
よ
り
変
更
）を「
　ら（
い
）せ
い
も
ん

羅
城
門　

の
階
」（「
ら
せ
い
も
ん
」「
ら
い
せ
い
も
ん
」
は
古
訓
）
と
解
す
る
説
も
あ

る
よ
う
で
す
が
、
羅
城
門
か
ら
朱
雀
門
を
見
る
の
は
い
く
ら
な
ん
で
も
遠
す

ぎ
ま
す
し
、
夜
に
二
条
近
辺
の
大
学
寮
か
ら
九
条
近
辺
の
羅
生
門
に
わ
ざ
わ

ざ
出
か
け
る
の
も
不
自
然
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。
も
っ
と
も
、
　り
や
う
に
ん

霊
人　
を
見
る

能
力
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
く
ら
い
の
距
離
は
問
題
な
い
と
茶
々
を
い
れ

ら
れ
そ
う
で
す
が
。「
礼
　
（
不
明
）
□　
門
ノ
橋
」（
　
（
不
明
）
□　
を
成
と
あ
て
る
場
合
も
あ
り
、
こ

の
場
合
は
礼
成
門
）
が
大
学
寮
の
西
門
を
出
る
と
す
ぐ
に
あ
る
と
読
め
る
の

で
、
朱
雀
大
路
の
側
溝
に
架
か
る
橋
の
こ
と
か
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
あ
ま

り
本
質
的
な
と
こ
ろ
で
は
な
い
の
で
、
こ
れ
く
ら
い
で
詮
索
は
止
め
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

そ
こ
で
紀
長
谷
雄
が
見
た
の
は
、
垂
木
に
届
く
く
ら
い
身
長
が
高
く
、
冠

と
　お
う襖　
（
脇
の
下
を
縫
わ
ず
に
あ
け
た
袍
で
武
官
の
正
装
）
を
着
け
た
人
で
、

詩
文
を
朗
詠
し
な
が
ら
、
朱
雀
門
の
上
層
を
廻
っ
て
い
ま
し
た
。
長
谷
雄

は
、「
こ
れ
は
　り
ょ
う
に
ん

霊
人　
（
神
霊
が
人
の
姿
で
あ
ら
わ
れ
た
化
身
）
に
ち
が
い
な

い
。
我
な
が
ら
不
思
議
な
こ
と
だ
」
と
感
じ
入
り
ま
し
た
。『
今
昔
物
語
』
の

こ
の
話
は
、「
詩
文
を
深
く
き
わ
め
た
人
だ
け
が
、
化
身
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
奇
異
を
み
た
昔
の
博
士
は
す
ご
か
っ
た
」
と
結
ば

れ
て
い
ま
す
。

■

清
原
善
澄
の
場
合

今
昔
物
語
巻
二
九
に
明
法
博
士
清
原
善
澄
の
話
が
あ
り
ま
す
。「
今
は
昔
」

と
、
清
原
善
澄
の
紹
介
で
始
り
ま
す
。

　み
や
う
ば
ふ
は
か
せ
よ
し
ず
み
が
う
だ
う
に
こ
ろ
さ
る
る
こ
と

明
法
博
士
善
澄
被
殺
強
盗
語　
第
二
十

　い
ま
は
む
か
し

今
昔　
、
　み
や
う
ば
ふ
は
か
せ

明
法
博
士　
ニ
テ
　じ
よ
け
う

助
教　
　き
よ
は
ら

清
原　
ノ
　よ
し
ず
み

善
澄　
と
云
フ
　も
の者　
　あ
り有　
ケ
リ
。
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　み
ち道　
ノ
　ざ
い才　
ハ
　な
ら
び
な

並
無　
ク
シ
テ
、
　
い
に
し
へ
古　
ノ
　は
か
せ

博
士　
ニ
モ
　お
と
ら

不
劣　
ヌ
　も
の者　
ニ
テ
ゾ
　あ
り有　
ケ

ル
。
　と
し
し
ち
じ
ふ

年
七
十　
ニ
　あ
ま
り余　テ
、
　よ世　
ノ
　な
か中　
ニ
　も
ち
ゐ
ら
れ

被
用　
テ
ナ
ム
　あ
り有　
ケ
ル
。
　そ其　
レ
ガ

　い
へ家　
　い
み
じ
極　
ク
　ま
づ
し貧　カ
リ
ケ
レ
バ
、
　よ
ろ万　
ヅ
　か
な
は

不
叶　
デ
ゾ
　す
ご
し過　ケ
ル
。

『
今
昔
物
語
』
巻
二
九
第
二
〇

（
馬
淵
和
夫
、
国
東
文
麿
、
稲
垣
泰
一
校
注
・
訳
『
今
昔
物
語
』

新
編
日
本
古
典
全
集
38
、
小
学
館
、
二
〇
〇
二
）

上
に
『
拾
芥
抄
』
を
引
い
て
大
学
寮
教
官
の
官
位
を
列
挙
し
ま
し
た
が
、

「
　じ
よ
け
う

助
教　
」
は
、
明
経
博
士
の
下
位
の
教
官
を
差
し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
清

原
善
澄
は
、
明
法
道
（
法
律
）
の
ほ
か
に
、
明
経
道
（
経
書
）
も
教
え
て
い

た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
紹
介
文
を
見
る
か
ぎ
り
、
当
時
で
も
学

者
は
貧
乏
を
し
て
い
た
と
み
え
ま
す
。
事
件
の
あ
ら
ま
し
を
次
に
要
約
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

そ
ん
な
貧
乏
な
屋
敷
に
も
、
強
盗
が
入
り
ま
す
。
身
の
危
険

を
感
じ
た
清
原
善
澄
は
、
強
盗
が
物
色
し
て
い
る
間
、
床
の
下

に
潜
っ
て
隠
れ
て
お
り
ま
し
た
。
強
盗
が
家
を
出
た
の
見
計
ら
っ

て
、
善
澄
は
門
か
ら
出
て
、「
お
ま
え
た
ち
の
顔
は
し
か
と
見
た
。

夜
が
明
け
た
ら
、
検
非
違
使
の
別
当
に
通
報
し
て
片
端
か
ら
捕
ら

え
る
ぞ
」
と
腹
立
ち
紛
れ
に
怒
鳴
り
ま
す
。
こ
れ
を
聞
い
て
、
強

盗
ど
も
は
引
き
返
し
、
善
澄
を
打
ち
殺
し
て
し
ま
い
ま
す
。
世
人

は
、「
善
澄
　ざ
い才　
ハ
　め
で
た

微
妙　
カ
リ
ケ
レ
ド
モ
、
　つ
ゆ露　
、
　
や
ま
と
だ
ま
し
ひ

和
魂　
　な無　
カ
リ
ケ

ル
者
ニ
テ
、
　か
か此　
ル
　
こ
こ
ろ
を
さ
な

心
幼　
キ
事
ヲ
　い
ひ云　
テ
死
ヌ
ル
　な
り也　
ト
ゾ
」
と
噂
し
て

馬
鹿
に
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
　ざ
い才　
」
は
学
問
の
能
力
（
漢
才
）
で
す
。
そ
れ
に
対
比
し
て
使
っ
て
い
る

「
　
や
ま
と
だ
ま
し
ひ

和
魂　
」
は
、
今
の
言
葉
で
は
、「
思
慮
分
別
」
と
い
う
べ
き
と
こ
ろ
で
す
。

漢
才（
学
問
）が
あ
っ
て
も
和
魂（
常
識
）が
な
い
く
ら
い
の
意
味
で
し
ょ
う
。

■

弘
文
院
の
跡

御
池
通
の
西
ノ
京
職
司
郵
便
局
の
並
び
、
西
へ
少
し
進
ん
だ
と
こ
ろ
に

「
此
附
近
弘
文
院
址
」
の
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。

「
此
附
近
弘
文
院
址
」
の
碑

弘
文
院
は
、
平
安
時
代
初
期
に
和
気
広
世
（
生
没
年
不
詳
）
に
よ
っ
て
開

か
れ
た
大
学
別
曹
（
和
気
氏
の
子
弟
た
め
の
寄
宿
舎
）。
広
世
は
和
気
清
麻

呂
の
長
子
で
、
延
暦
年
間
（
七
八
二
〜
八
〇
六
）
に
大
学
別
当
と
な
り
、
大

学
寮
の
南
の
私
邸
を
弘
文
院
と
し
た
ま
し
た
。
延
暦
年
間
に
創
設
さ
れ
た
と

す
る
と
、
日
本
に
お
け
る
私
立
大
学
の
始
め
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

『
日
本
後
紀
』
巻
八
の
延
暦
十
八
年
（
七
九
九
）
二
月
　廿
一乙　
未
の
条
に
、
和

気
清
麻
呂
　こ
う
き
ょ

薨
去　
の
記
事
が
あ
り
、
そ
の
業
績
を
記
載
し
て
い
る
中
に
、
長
男

の
和
気
広
世
が
弘
文
院
を
創
設
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
子
廣
世
。
　シ起
レ　
　ヲ家　
　ス補
二　
　文
ー　　
　章
ー　　
　ニ

。
生
一　

延
暦
四
年
　シ坐
レ　
　ニ事　
　ル被
二　
　禁
ー　　

　ヲ

。
錮
一　

　ニ特　
　ス降
二　
　恩
ー　　
　ヲ

。
詔　

　ス除
二　
　少
ー　　
　判
ー　　
　ヲ

。
事
一　

　ニ俄　
　ク授
二　
從
五
位
　ヲ

。
下
一　

　ス爲
二　
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式
部
少
　ト

。
輔
一　

　さ
ら
ニ
便　
　ス爲
二　
大
學
別
　ト

。
當
一　

墾
田
廿
町
、
　レ
テ
入
レ　
　ニ寮　
　ス爲
二　
　勸
ー　　

　學
ー　　
　ト料
一　
。
　フ請
レ　
　裁
ー二　
　ス
ル
ヲ

闡
　
明
經
四
科
之
　ヲ

。
第
一　

又
大
　ニ學　
　ス會
二　
　諸
ー　　
　ト

。
儒
一　

　講
ー二　
　ス論　
陰
陽
書
、
新
撰
藥
經
、
大
素
　ヲ

。
等
一　

大
學
南
　ニ邊　
　テ以
二　
私
　ヲ宅
一　

　ク置
二　
弘
文
　ヲ

。
院
一　

　ス藏
二　
内
　ノ外　
經
書
數
千
　ヲ

。
卷
一　

墾
田
　廾廾　
町
　な
が
ク
永　
　あ
ツ充

二　
學

　ニ

。
料
一　

　テ以　
　ル終　
　ノ父　
　ヲ志　
焉
。

『
日
本
後
紀
』
巻
八

『
日
本
後
紀
』
黒
板
勝
美
、
国
史
大
系
編
集
会
、
吉
川
弘
文
館
（
一
九
八
九
）

（
書
き
下
し
文
）

長
子
廣
世
。
家
を
起
し
、
　も
ん
じ
や
う
し
や
う

文
章
生　
に
補
す
。
延
暦
四
年
、
事

に
　ざ坐　
し
て
　き
ん
こ

禁
錮　
を
　か
う
む被　る
。
特
に
恩
詔
を
降
す
。
少
判
事
を
除
す
。

　に
わ
か俄　に
從
五
位
下
を
授
く
。
式
部
少
輔
と
爲
す
。
　さ
ら便　
に
、
大
學
別
當

と
爲
す
。
墾
田
廿
町
、
寮
に
入
れ
て
勸
學
料
と
爲
す
。
明
經
四
科

の
第
を
裁
闡
す
る
を
請
ふ
。
又
大
學
に
諸
儒
と
會
す
。
陰
陽
書
、

新
撰
藥
經
、
大
素
等
を
講
論
す
。
　だ
い
が
く

大
學　
　な
ん
ぺ
ん

南
邊　
に
私
宅
を
　も
つ以　
て
弘
文

院
を
置
く
。
内
外
の
經
書
數
千
卷
を
藏
す
。
墾
田
　廾廾　
町
、
　な
が永　
く
學

料
に
　あ充　
つ
。
　も
つ以　
て
父
の
志
を
　お
は終　
る
。

「
和
気
広
世
が
大
学
寮
で
、
陰
陽
書
、
新
撰
藥
經
、
大
素
を
講
じ
た
」
と

い
う
記
載
に
関
し
て
、「
藥
經
大
素
」
と
つ
な
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
和
気

広
世
が
日
本
最
古
の
医
薬
書
『
薬
経
太
素
』
を
書
い
た
」
と
い
う
俗
説
が

お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。『
新
撰
藥
經
』
と
は
『
新
修
本
草
』

の
こ
と
と
い
わ
れ
て
い
て
、「
藥
經
大
素
」
と
つ
な
げ
る
の
は
誤
り
で
す
。

ま
た
、「
等
」
の
位
置
か
ら
考
え
て
、『
日
本
後
記
』
の
記
述
は
上
記
の
よ

う
に
訓
読
す
る
の
が
正
し
い
の
に
、
誤
っ
て
（
故
意
か
も
し
れ
ま
せ
ん
）、

「
　講
ー二　
　シ論　
陰
陽
　ヲ

、
書
一　

　新
ー二　
　ス撰　
藥
經
大
素
　ヲ

。
等
一　

（
陰
陽
書
を
講
論
し
、
藥
經

大
素
等
を
新
撰
す
）」
と
訓
読
し
た
こ
と
が
、
こ
の
俗
説
が
広
ま
っ
た
原
因

で
す
。
こ
の
よ
う
に
訓
読
す
る
と
、
陰
陽
書
「
等
」
と
な
っ
て
い
な
い
の

に
、「
藥
經
大
素

•　等
」
と
な
る
の
で
、
あ
き
ら
か
に
お
か
し
い
。
後
世
に
、

著
者
を
和
気
広
世
に
仮
託
し
た
『
薬
経
太
素
』
と
い
う
書
名
の
偽
書
が
出

て
、
し
か
も
、
こ
れ
が
塙
保
己
一
編
、『
続
群
書
類
従
』
三
〇
下
雑
部
巻
第

八
九
一
と
し
て
採
録
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
や
や
こ
し
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
間
の
事
情
は
、
真
柳
誠
に
よ
る
『
日
本
の
医
薬
・
博
物
著
述
年
表
』

(h
ttp
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m
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h
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ed
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に

も
「
寛
文
元
年
〔
一
六
六
一
〕
〜
延
宝
元
年
〔
一
六
七
三
〕『
薬
経
太
素
』
の

偽
撰
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
偽
書
『
薬
経
太
素
』
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

真
偽
の
判
断
は
筆
者
に
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
一
見
す
る
と
こ
ろ
便
利
な
記
述

も
あ
る
よ
う
な
の
で
、
和
気
広
世
に
仮
託
せ
ず
に
別
の
書
名
で
出
版
す
れ

ば
、
何
の
問
題
も
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。
偽
撰
か
ら
三
〇
〇
年
以
上
た
っ
た

今
の
時
点
で
み
る
と
、
仮
託
さ
え
し
な
け
れ
ば
、
古
典
と
し
て
正
当
に
評
価

さ
れ
る
は
ず
な
の
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
助
平
心
が
仇
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

弘
文
院
の
所
在
に
つ
い
て
は
、『
　し
ゅ
う
が
い
し
ょ
う

拾
芥
抄　
』
は
「
勧
学
院
の
北
に
在
り
」

と
記
し
て
い
ま
す
か
ら
、
三
条
坊
門
小
路
（
現
在
の
御
池
通
）
の
南
、
姉
小

路
の
北
、
壬
生
小
路
（
現
在
の
美
福
通
の
一
筋
西
の
あ
た
り
）
の
西
、
坊
城

小
路
の
東
の
一
町
を
占
め
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
三
条
坊
門
小
路
を
挟

ん
で
、
大
学
寮
の
南
隣
で
す
の
で
、
ち
ょ
う
ど
「
大
學
南
邊
」
に
あ
た
り
ま

す
。
弘
文
院
は
、
創
建
の
の
ち
八
〇
年
程
度
は
続
い
た
の
は
確
実
で
す
が
、

和
気
氏
の
衰
退
と
と
も
に
廃
絶
し
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

和
気
広
世
の
子
孫
は
、
室
町
時
代
に
　な
か
ら
い

半
井　
の
姓
を
賜
り
、
典
薬
頭
と
し
て

朝
廷
に
長
く
仕
え
ま
し
た
。
半
井
家
は
、
丹
波
康
頼
の
『
医
心
方
』
を
今
日
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ま
で
伝
え
た
家
柄
と
し
て
も
有
名
で
す
。『
医
心
方
』
半
井
家
本
と
し
て
国

宝
に
な
っ
て
い
ま
す
。
半
井
家
本
『
医
心
方
』
が
、
広
く
世
に
で
る
き
っ
か

け
に
な
っ
た
事
件
に
つ
い
て
は
、
森
鴎
外
『
渋
江
抽
斎
』
の
中
で
触
れ
ら
れ

て
い
ま
す
。

■

西
ノ
京
職
司
町
と
御
土
圍
地
蔵
尊—

江
戸
時
代
に
は

「
此
附
近
弘
文
院
址
」
の
碑
が
立
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
向
か
い
側
、
坊
城

通
が
始
る
と
こ
ろ
、
西
南
角
に
、
町
名
看
板
「
西
ノ
京
職
司
町
」
2©
が
掲

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
筋
西
に
戻
っ
た
通
り
を
南
に
ゆ
く
と
突
き
当
た
り
の

東
北
角
に
、
同
じ
住
所
の
町
名
看
板
3©
が
あ
り
ま
す
。

　に
し
の
き
ょ
う
し
ょ
く
し
ち
ょ
う

西
ノ
京
職
司
町　

2©

　に
し
の
き
ょ
う
し
ょ
く
し
ち
ょ
う

西
ノ
京
職
司
町　

3©

こ
の
あ
た
り
は
、
明
治
時
代
に
は
、
　か
ど
の

葛
野　
郡
　す
じ
ゃ
く
の

朱
雀
野　
村
　お
お
あ
ざ

大
字　
西
ノ
京
　あ
ざ字　

　き
ょ
う
し
き

京
職　
町
と
よ
ば
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。
平
安
時
代
に
は
、
左
右
の
京
職
が

置
か
れ
、
分
担
し
て
京
都
の
司
法
、
行
政
、
警
察
を
司
っ
て
い
ま
し
た
。
町

名
「
西
ノ
京
職
司
町
」
は
、
こ
の
こ
と
に
由
来
し
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
の
略

図
で
わ
か
る
よ
う
に
、
弘
文
院
の
西
隣
が
左
京
職
で
す
。
右
京
職
は
、
今
の

二
条
駅
の
付
近
に
あ
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
は
、
二
条
城
の
周
囲
は
、
京

都
司
政
の
た
め
の
官
庁
街
と
い
う
べ
き
地
域
に
な
っ
た
の
で
、
時
代
を
跨
い

で
、
こ
の
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
町
名
で
す
。

看
板
2©
の
掲
げ
て
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
南
北
の
通
り
（
坊
城
通
）
を
南

に
ゆ
く
と
、
初
め
て
の
十
字
路
の
東
北
角
に
地
蔵
尊
の
祠
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
脇
に
同
じ
住
所
の
町
名
看
板
4©
が
掲
げ
て
あ
り
ま
す
。
地
蔵
尊
の
名

前
は
、
　お

ど

い

御
土
圍　
地
蔵
。

な
ぜ
、
　お

ど

い

御
土
圍　
地
蔵
と
い
う
名
が
つ
い
て
い
る
の
か
？

ど
う
も
気
に

な
っ
て
仕
方
が
な
い
の
で
、
例
に
よ
っ
て
詮
索
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
、

可
能
性
が
あ
る
の
は
、
豊
臣
秀
吉
が
作
っ
た
御
土
居
に
関
係
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
御
土
居
は
る
か
西
を
走
っ
て
い
る
の
で
、
そ

れ
と
は
関
係
な
さ
そ
う
で
す
。

具
合
の
よ
い
こ
と
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

(h
ttp

:/
/
ed

b
.k

u
lib

.k
y
o
to

-

u
.a

c.jp
/
ex

h
ib

it/
m

a
p
s/

)

か
ら
二
条
　お
し
ろ
ま
わ
り

御
城
廻　
絵
図
（
京
都
大
学
図
書
館
蔵
）
が

入
手
で
き
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
手
が
か
り
に
し
て
詮
索
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

あ
と
で
も
参
照
し
ま
す
の
で
、
一
部
を
切
り
取
っ
て
、
作
図
し
た
部
分
図
を

示
し
ま
す
。
図
中
「
土
屋
越
前
守
」
と
あ
る
の
が
東
町
奉
行
所
で
（
現
在
の

西
ノ
京
職
司
町
東
側
に
相
当
）、「
土
屋
越
前
守
組
屋
鋪
」
と
あ
る
の
が
東
町

奉
行
所
与
力
・
同
心
屋
敷
で
す
（
現
在
の
西
ノ
京
南
聖
町
の
北
側
）。
一
方
、
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　に
し
の
き
ょ
う
し
ょ
く
し
ち
ょ
う

西
ノ
京
職
司
町　

4©

御
土
圍
地
蔵

「
稲
垣
能
登
守
」
と
あ
る
の
が
西
町
奉
行
所
で
（
現
在
の
西
ノ
京
北
聖
町
）、

二
箇
所
「
稲
垣
能
登
守
組
屋
鋪
」
と
あ
る
の
が
東
町
奉
行
所
与
力
・
同
心
屋

敷
（
現
在
の
西
ノ
京
職
司
町
西
側
と
西
ノ
京
勧
学
院
町
）
で
す
。
こ
の
絵
図

の
年
代
は
、
東
町
奉
行
と
し
て
土
屋
氏
（
土
屋
越
前
守
）
の
在
任
と
西
町
奉

行
と
し
て
稲
垣
氏
（
稲
垣
能
登
守
）
の
在
任
が
重
な
る
時
期
か
ら
特
定
で
き

ま
す
。
土
屋
越
前
守
正
方
の
在
任
は
宝
暦
二
年
〔
一
七
五
二
〕
〜
宝
暦
三
年

〔
一
七
五
三
〕
で
、
稲
垣
能
登
守
正
武
の
在
任
は
寛
延
二
年
〔
一
七
四
九
〕

〜
宝
暦
六
年
〔
一
七
五
六
〕
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
地
図
は
、
宝
暦
二

年
〔
一
七
五
二
〕
頃
の
二
条
城
近
辺
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

の
と
き
の
京
都
所
司
代
は
、
酒
井
讃
岐
守
忠
用
（
在
任
宝
暦
二
年
〔
一
七
五

二
〕
〜
宝
暦
六
年
〔
一
七
五
六
〕）
で
、
本
シ
リ
ー
ズ
第
24
回
で
述
べ
た
よ

う
に
、
山
脇
東
洋
に
日
本
最
初
の
人
体
解
剖
を
許
可
し
た
人
物
で
す
。

こ
の
部
分
図
に
あ
る
丹
波
口
の
と
こ
ろ
か
ら
南
に
延
び
る
道
筋
と
推
定
さ

れ
る
記
述
が
、『
京
町
鑑
』（
宝
暦
一
二
年
〔
一
七
六
二
〕
刊
行
）
に
あ
り
ま

す
の
で
、
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
ま
し
ょ
う
。
　よ
こ
ま
ち

横
町　
と
し
て
あ
げ
て
あ
る
御
池

通
の
末
尾
の
部
分
で
す
。
文
中
に
、
絵
図
の
ど
こ
に
当
た
る
か
に
つ
い
て
注

を
入
れ
て
お
き
ま
し
た
。

（
神
泉
苑
の
西
側
の
記
述
の
あ
と
）
此
西
の
筋
東
側
　や
ぶ藪　
也
。
西

側
に
町
奉
行
御
屋
敷
（
注
、
図
の
「
土
屋
越
前
守
」
と
あ
る
屋

敷
）、
北
へ
行
ば
御
城
の
馬
場
へ
出
る
（
注
、
図
の
「
神
泉
苑
町

口
」
を
経
由
）。
　ま
た
み
ぎ

又
右　
神
泉
苑
の
西
は
御
組
屋
敷
（
注
、
図
の
「
土

屋
越
前
守
組
屋
鋪
」
と
あ
る
屋
敷
）
に
て
　ゆ
き
あ
た

行
當　
る
。
俗
に
御
池
屋

敷
と
　い
ふ云　
。
南
へ
行
道
は
俗
に
三
條
屋
敷
と
　い
ふ云　
御
組
や
し
き
（
注
、

図
下
部
の
「
稲
垣
能
登
守
組
屋
鋪
」
と
あ
る
屋
敷
）
也
。
北
へ
行

ば
御
城
へ
出
る
也
（
注
、
図
の
「
丹
波
口
」
を
経
由
、
こ
の
南
北

の
通
り
を
現
在
の
美
福
通
に
比
定
）。『

京
町
鑑
』、
宝
暦
一
二
年
〔
一
七
六
二
〕

『
新
修
京
都
叢
書
第
十
巻
山
城
名
跡
巡
行
志
・
京
町
鑑
』
光
彩
社
、
一
九
六
八

こ
こ
か
ら
は
、
推
定
に
推
定
を
重
ね
ま
す
。
こ
の
部
分
図
の
元
図
（
二
条

御
城
廻
絵
図
）
は
、
土
地
の
用
途
を
色
分
け
で
示
し
て
あ
り
、
黄
色
の
土
地

は
町
家
、
桃
色
は
寺
社
、
鶯
色
は
「
土
手
、
芝
、
松
林
」
な
ど
と
注
記
が
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宝
暦
二
年
〔
一
七
五
二
〕
頃
の
二
条
城
の
西
南
地
域

二
条
御
城
廻
絵
図
（
京
都
大
学
図
書
館
蔵
）
を
も
と
に
作
図

し
て
あ
り
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
、
鶯
色
で
色
づ
け
し
た
土
地
が
、
酒
井
邸
の
北

側
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
土
地
と
畑
の
間
に
南
北
の
道
が
あ
る
よ
う
に
見
え
ま

す
が
、
こ
こ
は
水
路
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
ず
っ

と
時
代
が
下
っ
て
明
治
一
〇
〜
二
〇
年
代
の
地
図
に
は
、
酒
井
邸
に
あ
っ
た

池
ら
し
い
遺
構
を
描
い
た
も
の
が
散
見
さ
れ
ま
す
の
で
、
畑
の
北
側
と
西
側

（
畑
と
鶯
色
で
示
し
た
土
地
の
間
）
に
沿
っ
て
、
こ
の
池
へ
の
導
水
路
が
あ
っ

た
と
み
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
す
る
と
鶯
色
で
示
し
た
土
地
は
こ
の
水
路
の
土

手
で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
ま
す
。

惜
し
い
こ
と
に
、
土
手
と
推
定
し
た
土
地
は
美
福
通
に
比
定
し
た
通
り
に

面
し
て
い
て
、
御
土
圍
地
蔵
と
町
名
看
板
4©
が
あ
る
道
筋
と
は
一
筋
ず
れ

て
い
ま
す
。
強
い
て
関
係
づ
け
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
土
手
に
祀
ら
れ
て
い
た

地
蔵
尊
を
移
し
た
か
、
地
蔵
尊
の
名
前
に
「
御
土
圍
」
を
付
け
て
土
手
が

あ
っ
た
こ
と
の
記
憶
の
た
め
に
残
し
た
か
。
確
証
は
え
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
こ

の
程
度
の
詮
索
で
終
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■

小
浜
藩
邸
の
跡

前
節
の
詮
索
は
結
局
推
定
に
推
定
を
重
ね
た
結
果
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
そ
の
副
産
物
は
、
江
戸
時
代
中
期
（
十
八
世
紀
半
ば
）
の
京
都
の

東
西
町
奉
行
所
の
概
略
が
わ
か
っ
た
こ
と
で
す
。
ま
た
、
小
浜
藩
酒
井
氏
の

京
都
藩
邸
の
概
略
も
わ
か
り
ま
し
た
。

上
述
の
二
条
　お
し
ろ
ま
わ
り

御
城
廻　
絵
図
（
京
都
大
学
図
書
館
蔵
）
を
も
と
に
し
た
略
図

で
は
、
ま
だ
開
通
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
神
泉
苑
町
通
の
一
筋
西
の
細
い
南
北

の
通
り
は
、
矢
城
通
と
い
い
ま
す
。
矢
城
通
と
御
池
通
の
十
字
路
の
西
南
　か
ど角　

に
、「
若
州
小
浜
藩
邸
跡
」
の
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。
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「
若
州
小
浜
藩
邸
跡
」
の
碑

こ
の
屋
敷
は
、
北
は
御
池
通
（
上
記
略
図
に
よ
れ
ば
、
御
池
通
よ
り
少
し

南
）、
南
は
三
条
通
、
東
は
神
泉
苑
町
通
（
実
際
は
通
り
の
両
側
に
町
家
が

あ
り
、
そ
の
西
側
の
水
路
が
東
の
端
）、
西
は
美
福
通
（
智
恵
光
院
通
）
ま

で
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
こ
の
屋
敷
は
、
大
政
奉
還
の
際
に
、
徳
川
最
後
の

将
軍
慶
喜
が
滞
在
し
て
、
評
議
を
重
ね
た
と
こ
ろ
で
す
。

矢
城
通
を
南
下
し
て
、
姉
小
路
通
を
東
に
は
い
っ
た
と
こ
ろ
に
、
町
名
看

板
「
西
ノ
京
池
ノ
内
町
」
5©
が
掲
げ
て
あ
り
ま
す
。

こ
の
町
名
は
、
小
浜
藩
邸
内
に
あ
っ
た
池
が
そ
の
由
来
と
推
測
さ
れ
ま

す
。
明
治
二
二
年
〔
一
八
八
九
〕「
京
都
市
街
新
細
図
改
正
新
刻
」（
日
文
研

002148005

）
で
は
、
小
浜
藩
邸
の
故
地
に
、
大
き
な
池
が
描
か
れ
て
い
ま

す
が
、
同
じ
年
（
明
治
二
二
年
〔
一
八
八
九
〕）
の
「
京
都
十
五
号(

仮
製
地

形
図
）
二
万
分
一
之
尺
」（
日
文
研002469278

）
で
は
、
す
で
に
池
が
な
く

畑
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
小
浜
藩
邸
が
取
り
壊
さ
れ
た
の
ち

も
庭
園
の
池
が
し
ば
ら
く
は
残
っ
て
い
た
が
、
明
治
二
二
年
〔
一
八
八
九
〕

　に
し
の
き
ょ
う
い
け
の
う
ち
ち
ょ
う

西
ノ
京
池
ノ
内
町　

5©

に
至
っ
て
埋
め
立
て
ら
れ
た
こ
と
が
確
定
で
き
ま
す
。
の
ち
に
町
家
が
建
て

ら
れ
て
、「
西
ノ
京
池
ノ
内
町
」
と
い
う
町
名
が
生
ま
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

■

勧
学
院
と
奨
学
院
の
跡

坊
城
通
と
お
ぼ
し
き
南
北
の
通
り
さ
ら
に
南
下
、
姉
小
路
通
と
の
交
差
点

の
と
こ
ろ
に
姉
坊
城
児
童
公
園
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
公
園
の
南
隣
の
お
宅

に
、
消
火
器
と
「
西
ノ
京
勧
学
院
町
」
の
町
名
看
板
。
さ
ら
に
南
へ
。
三

條
通
商
店
街
の
ア
ー
ケ
ー
ド
に
た
ど
り
着
く
直
前
に
、「
　こ
れ
よ
り

　従
レ　
是　
東
北
勧
學
院

址
」
の
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。

勧
学
院
は
、
藤
原
冬
継
（
宝
亀
五
年
〔
七
七
五
〕
〜
天
長
三
年
〔
八
二

六
〕）
が
弘
仁
一
二
年
〔
八
二
一
〕
に
建
て
た
、
藤
原
氏
出
身
の
大
学
寮
学

生
の
た
め
の
寄
宿
舎
。
貞
観
一
四
年
〔
八
七
二
〕、
大
学
別
曹
（
い
わ
ば
大

学
寮
外
寄
宿
舎
）
と
な
り
ま
し
た
。『
山
城
名
勝
志
』
巻
四
の
「
勸
學
院
」
の

項
に
は
、『
貞
觀
格
』
を
引
用
し
て
、
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

勸
學
院
　西宮
記
云
、
三
條
ノ
北
、
壬
生
ノ
西
、
藤
氏
ノ

學
生
ノ
別
曹
也
、
本
冬
嗣
大
臣
ノ
家
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西
ノ
京
勧
学
院
町
の
消
火
器

「
従
是
東
北
勧
学
院
址
」
の
碑

貞
觀
格
云
、
勸
學
院
一
區
　　在二　
左
京
三

條
一
　
、
坊
一　
　

件
ノ
院
ハ
是
贈
太
政
大
臣

正
一
位
藤
原
朝
臣
冬
嗣
、
去
弘
仁
十
二
年
　所
二　
建
　立
一　
也
、
即
　爲
一　

大
學
寮
ノ
曹
　
、
司
一　

　貞觀
十
四
年
十

二
月
十
七
日
　

『
山
城
名
勝
志
』、
大
島
武
好
、
宝
永
二
年
〔
一
七
〇
五
〕

『
改
定
史
籍
集
覧
』
二
二
巻
、
近
藤
瓶
城
編
、
臨
川
書
店
、
一
九
八
四

新
加
通
記
類
第
一
八

鎌
倉
中
期
に
成
立
し
た
『
　し
ゅ
う
が
い
し
ょ
う

拾
芥
抄　
』
の
記
載
で
は
、
所
在
は
「
三
条
北

壬
生
西
一
丁
」
と
な
っ
て
い
て
、
こ
の
『
山
城
名
勝
志
』
の
割
書
と
一
致
し

ま
す
。

勧
学
院
は
、『
玉
葉
』
安
元
三
年
（
治
承
元
年
〔
一
一
七
七
〕）
四
月
二

八
日
の
条
を
引
用
し
た
よ
う
に
、
安
元
の
大
火
の
と
き
に
焼
失
し
ま
し
た
。

『
玉
葉
』
安
元
三
年
〔
一
一
七
七
〕
五
月
一
日
の
条
に
は
、
勧
学
院
焼
失
・

再
建
に
つ
い
て
、
関
白
の
藤
原
基
房
（
久
安
元
年
〔
一
一
四
五
〕
〜
寛
喜
二

年
〔
一
二
三
〇
〕、
関
白
在
任
は
承
安
二
年
〔
一
一
七
二
〕
〜
治
承
三
年
〔
一

一
七
九
〕）
と
兼
実
と
の
や
り
と
り
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
再
建
に
関
し
て
、

「
勧
学
院
の
廟
堂
（
孔
子
廟
）
が
建
立
以
来
開
い
た
こ
と
が
な
く
、
内
部
の

仔
細
が
わ
か
ら
な
い
の
で
、
再
建
に
あ
た
っ
て
、
ど
う
す
る
か
調
べ
る
必
要

が
あ
る
」
な
ど
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。
大
学
寮
の
割
書
の
孔
子
像
に
つ
い
て

の
記
載
（
上
述
）
と
と
も
に
、
孔
子
廟
に
つ
い
て
は
並
々
な
ら
ぬ
関
心
を
示

し
て
い
ま
す
。
五
月
一
日
の
条
の
最
後
の
部
分
に
は
、
焼
失
を
惜
し
む
心
情

が
吐
露
さ
れ
て
い
ま
す
（
訓
点
な
ど
追
加
）。

　ノ件　
　ハ

、
院　

閑
院
贈
太
相
国
　（
藤
原
）

冬
嗣　
、
弘
仁
十
二
年
建
　ス

。
立　

　ノ其　
後
　ダズ未
レ　

　ラ有
二　
火
　
、
災
一　

　ブ
カ
及
二　
三
百
四
十
餘
　歳
一　
歟
。
　す
べ
て
ハ

惣
　
天
下
之
滅
亡
、
　わ
け
て
ハ

別
　

我
氏
之
衰
微
。
悲
涙
数
行
哀
哉
。

九
条
兼
実
『
玉
葉
』

『
圖
書
寮
叢
刊
　九条家本　
玉
葉
五
』、
明
治
書
院
（
一
九
九
八
）

（
書
き
下
し
文
）

　く
だ
ん件　の
院
（
勧
学
院
）
は
、
　か
ん
ゐ
ん

閑
院　

　ぞ
う
だ
い
し
や
う
ご
く

贈
太
相
国　

　ふ
ゆ
つ
ぐ

冬
嗣　
、
弘
仁
十

二
年
　こ
ん
り
ふ

建
立　
す
。
　そ其　
の
　の
ち後　
　い
ま未　
だ
　く
わ
さ
い

火
災　
　あ
ら有　
ず
、
三
百
四
十
　よ餘　
　さ
い歳　
に
　お
よ及　
ぶ

か
。
　す
べ
て惣　は
　て
ん
か
の
め
つ
ば
う

天
下
之
滅
亡　
、
　わ
け
て別　は
　わ
が
し
の
す
い
び

我
氏
之
衰
微　
。
　ひ
る
い
す
う
ぎ
や
う

悲
涙
数
行　
　か
な
し哀　き

か
な
。
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　だ
い
し
ょ
う
ご
く

太
相
国　
は
　だ
い
じ
ょ
う
だ
い
じ
ん

太
政
大
臣　
の
こ
と
。
藤
原
冬
嗣
は
、
　か
ん
い
ん

閑
院　
に
住
み
、
死
後
太
政
大

臣
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。
兼
実
は
「
勧
学
院
は
藤
原
冬
嗣
が
弘
仁
一
二
年
〔
八

二
一
〕
に
建
て
て
か
ら
、
三
四
〇
年
あ
ま
り
火
災
に
あ
っ
た
こ
と
は
な
い
。

勧
学
院
の
焼
失
は
、
大
き
く
い
え
ば
、
天
下
が
滅
亡
す
る
く
ら
い
の
大
災

害
。
藤
原
氏
に
限
っ
て
も
、
そ
の
衰
微
を
き
た
す
大
災
害
。
涙
が
流
れ
て
、

哀
し
み
が
ま
す
ば
か
り
」
と
慨
嘆
し
て
い
ま
す
。

古
い
こ
と
わ
ざ
「
勧
学
院
の
雀
は
　も
う
ぎ
ゅ
う

蒙
求　
を
　さ
え
ず囀　る
」
は
、
日
頃
聞
き
慣
れ
た

こ
と
は
自
然
に
憶
え
る
こ
と
の
た
と
え
。
儒
教
か
ら
仏
教
に
変
わ
っ
て
い
ま

す
が
、「
門
前
の
小
僧
な
ら
わ
ぬ
経
を
読
む
」
と
同
様
の
意
味
。
ど
ち
ら
の

こ
と
わ
ざ
も
、「
本
当
は
、
内
容
を
理
解
し
て
い
な
い
」
と
い
う
揶
揄
す
る

感
じ
が
あ
り
ま
す
ね
。
し
か
し
、
よ
く
考
え
る
と
、
学
習
と
は
そ
ん
な
も

の
。
習
う
よ
り
慣
れ
ろ
。
　な
ら習　
う
は
　な
ら倣　
う
。
　ま
な学　
び
は
　ま

ね
真
似　
び
。「
形
か
ら
入
る
」

と
い
う
の
は
学
び
の
方
法
論
と
し
て
は
も
っ
と
も
有
効
で
す
。
ち
な
み
に
、

『
　も
う
ぎ
ゅ
う

蒙
求　
』
は
中
国
の
故
事
集
で
、
か
っ
て
は
漢
文
の
入
門
書
と
し
て
使
わ
れ

ま
し
た
。「
　け
い
せ
つ
の
こ
う

蛍
雪
之
功　
」
の
も
と
に
な
っ
た
話
（「
　そ
ん
こ
う
え
い
せ
つ

孫
康
映
雪　

　し
ゃ
い
ん
し
ゅ
う
け
い

車
胤
聚
蛍　
」）

や
夏
目
漱
石
の
号
の
由
来
で
あ
る
「
孫
礎
漱
石
」
な
ど
、
お
な
じ
み
の
話
が

載
っ
て
い
ま
す
。

「
従
是
東
北
勧
学
院
址
」
の
碑
の
と
こ
ろ
か
ら
、
坊
城
通
を
南
下
す
る

と
、
三
条
商
店
街
の
ア
ー
ケ
ー
ド
の
と
こ
ろ
で
突
き
当
た
り
。
三
条
商
店
街

を
西
に
抜
け
た
と
こ
ろ
、
千
本
通
・
後
院
通
と
の
変
則
交
差
点
の
東
北
角
の

コ
ン
ビ
ー
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
側
面
に
、「
従
是
西
北
奨
学
（
院
址
）」
の
碑

が
あ
り
ま
す
。
下
半
分
埋
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
下
部
は
判
読
不
能
。

奨
学
院
は
、
在
原
行
平
が
元
慶
五
年
〔
八
八
一
〕
に
創
設
し
た
大
学
別
曹

で
、
皇
別
氏
族
（
源
氏
、
平
氏
、
在
原
氏
な
ど
）、
諸
王
な
ど
の
子
弟
が
寄
宿

「
従
是
西
北
奨
学
（
院
址
）」
の
碑

し
大
学
寮
に
通
っ
た
と
こ
ろ
。『
　し
ゅ
う
が
い
し
ょ
う

拾
芥
抄　
』
は
「
勧
学
院
の
西
に
在
り
」
と

記
し
て
い
ま
す
か
ら
、
現
在
の
三
条
千
本
の
東
北
に
あ
た
り
ま
す
。「
従
是

西
北
奨
（
学
院
址
）」
の
碑
の
位
置
は
、
立
命
館
大
学
朱
雀
キ
ャ
ン
パ
ス
の

建
物
の
千
本
通
を
挟
ん
で
向
か
い
側
で
、
ち
ょ
う
ど
三
条
千
本
の
東
北
角
で

す
。
し
た
が
っ
て
、「
　リ従
レ　
是
西
北
（
是
よ
り
西
北
）」
と
い
う
の
は
、
千
本

通
の
通
り
の
上
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
あ
き
ら
か
に
、
位
置
か
ら
い
っ

て
お
か
し
い
の
で
、
ど
こ
か
別
の
と
こ
ろ
に
建
っ
て
い
た
も
の
を
現
在
の
位

置
に
移
動
し
た
も
の
で
し
ょ
う
。

奨
学
院
も
安
元
の
大
火
の
と
き
に
焼
失
し
た
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
奨

学
院
の
長
で
あ
る
奨
学
院
別
当
の
職
は
、
奨
学
院
が
廃
絶
し
た
あ
と
も
名
誉

職
と
し
て
残
り
、
淳
和
院
別
当
の
職
と
と
も
に
、
源
氏
の
　
う
じ
の
ち
ょ
う
じ
ゃ

氏
長
者　
が
襲
う
慣

例
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

坊
城
通
は
、
三
条
通
の
ア
ー
ケ
ー
ド
の
と
こ
ろ
で
突
き
当
た
り
で
す
が
、

西
に
す
こ
し
よ
れ
て
続
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
南
下
す
る
と
、
路
地
の
奥
に

杉
春
稲
荷
。
表
通
り
か
ら
奥
ま
っ
た
と
こ
ろ
な
の
で
見
落
と
し
て
し
ま
い
そ
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杉
春
稲
荷

う
で
す
が
、
町
内
の
鎮
守
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
鳥
居
や
覆

屋
も
立
派
で
、
祠
も
き
ち
ん
と
手
入
れ
さ
れ
て
い
ま
す
。

■

東
町
奉
行
所
の
跡

二
条
城
の
堀
の
向
か
い
、
押
小
路
通
の
南
側
、
N
T
T
西
日
本
京
都
支

店
壬
生
別
館
の
植
え
込
み
の
中
に
、
東
町
奉
行
所
跡
の
碑
（
押
小
路
通
神
泉

苑
町
西
入
西
ノ
京
職
司
町
）
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
す
で
に
二
条
　お
し
ろ
ま
わ
り

御
城
廻　

絵
図
の
略
図
に
従
っ
て
説
明
し
た
よ
う
に
、
二
条
城
が
造
営
さ
れ
た
の
ち
、

こ
の
あ
た
り
は
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
、
幕
府
の
京
都
支
配
の
中
枢
が
置
か

「
東
町
奉
行
所
跡
」
の
碑

れ
た
場
所
で
す
。

京
都
町
奉
行
所
が
創
設
さ
れ
た
の
は
、
寛
文
八
年
〔
一
六
六
八
〕。
京
都

所
司
代
の
権
限
の
う
ち
、
民
政
上
（
司
法
・
行
政
）
の
権
限
が
委
譲
さ
れ
ま

し
た
。
町
奉
行
所
は
東
西
に
分
か
れ
て
、
東
町
奉
行
所
は
、
神
泉
苑
の
西
、

美
福
通
に
至
る
一
帯
、
も
と
の
五
味
備
前
守
屋
敷
（
上
記
二
条
　お
し
ろ
ま
わ
り

御
城
廻　
絵
図

の
略
図
の
「
土
屋
越
前
守
」
と
あ
る
屋
敷
）
の
地
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

奉
行
所
の
組
織
は
、
い
た
っ
て
簡
素
で
、
奉
行
の
下
に
与
力
二
〇
騎
、
同

心
五
〇
人
。
こ
れ
で
京
都
の
市
政
一
般
（
行
政
、
司
法
、
警
察
）
と
近
隣
の

天
領
の
租
税
徴
収
、
寺
社
領
の
訴
訟
処
理
な
ど
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
こ
れ

で
は
、
と
て
も
人
数
が
足
り
な
い
の
で
、
各
町
の
自
治
組
織
を
利
用
し
て
統
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治
に
あ
た
り
ま
し
た
。

神
泉
苑
の
西
側
の
通
り
は
、
神
泉
苑
町
通
（
ま
た
は
神
泉
苑
通
）
と
い
い

ま
す
。
ほ
ぼ
、
平
安
京
の
櫛
笥
小
路
に
相
当
し
ま
す
。
御
池
通
に
面
し
た
と

こ
ろ
に
町
名
看
板
「
御
池
通
神
泉
苑
町
西
入
神
泉
苑
町
」
8©
を
み
つ
け
ま

し
た
。「
上
京
區
」
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
お
も
し
ろ
い
。
町
名
看
板
の

1©
〜
5©
は
、
い
ず
れ
も
「
下
京
區
」
で
す
。

　お
い
け
ど
お
り

御
池
通　
　し
ん
せ
ん
え
ん
ま
ち

神
泉
苑
町　
　に
し
い
る

西
入　

　し
ん
せ
ん
え
ん
ち
ょ
う

神
泉
苑
町　

8©

町
名
に
つ
い
て
、
ち
ょ
っ
と
一
休
み
。
交
差
す
る
通
り
の
名
前
「
神
泉
苑

町
」
の
「
町
」
を
「
ち
ょ
う
」
と
読
む
か
「
ま
ち
」
と
読
む
か
は
な
や
ま

し
い
と
こ
ろ
で
す
。『
京
町
鑑
』
縦
町
の
部
に
、
二
条
城
よ
り
北
の
「
　ひ
ぐ
ら
し

日
暮　

通
」
の
続
き
と
し
て
、
御
池
通
よ
り
南
を
　し
ん
せ
ん
江
ん
ま
ち

神
泉
苑
町　
通
と
呼
ぶ
と
載
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
別
立
て
で
、「
　し
ん
せ
ん
ゑ
ん
ま
ち

神
泉
苑
町　
通
」
の
項
が
あ
り
、
こ
こ
に
示

す
よ
う
に
振
り
が
な
が
ふ
っ
て
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
記
載
に
従
っ

て
、「
　し
ん
せ
ん
え
ん

神
泉
苑　
　•　ま•　ち町　
　ど
お
り
通　
」
と
し
て
お
き
ま
す
。
町
名
と
し
て
使
う
と
き
は
、
最
近

の
慣
例
に
従
い
、「
　し
ん
せ
ん
え
ん
ち
ょ
う

神
泉
苑
町　
」
を
使
い
ま
す
。
も
っ
と
も
、
江
戸
時
代
は
、

町
名
と
し
て
も
「
　し
ん
せ
ん
ゑ
ん
ま
ち

神
泉
苑
町　
」
と
呼
ん
で
い
た
と
は
思
い
ま
す
が
。
現
行
の

町
名
の
「
　し
ん
せ
ん
え
ん
ち
ょ
う

神
泉
苑
町　
」
に
合
わ
せ
て
、
い
っ
そ
の
こ
と
、「
　し
ん
せ
ん
え
ん
ち
ょ
う

神
泉
苑
町　
　ど
お
り
通　
」

に
統
一
し
て
も
か
ま
わ
な
い
よ
う
な
気
も
し
ま
す
。

■

町
奉
行
所
与
力
の
文
雅

■

神
沢
杜
口
の
こ
と

京
都
町
奉
行
所
の
説
明
の
つ
い
で
に
、
西
町
奉
行
所
の
与
力
で
あ
っ
た

　か
ん
ざ
わ
と
こ
う

神
沢
杜
口　
（
宝
永
七
年
〔
一
七
一
〇
〕
〜
寛
政
七
年
〔
一
七
九
五
〕）
に

つ
い
て
触
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
江
戸
時
代
の
中
期
の
俳
人
・
随
筆
家
で
、

『
　お
き
な
ぐ
さ

翁
草　
』
二
〇
〇
巻
を
書
い
た
こ
と
で
有
名
で
す
。『
続
近
世
畸
人
伝
』
巻
之

二
に
「
　き
ち
ょ
う
あ
ん

其
蜩
庵　
　と
こ
う

杜
口　
」
の
項
目
が
あ
り
ま
す
の
で
、
引
用
し
ま
す
。「
　き
ち
ょ
う

其
蜩　
」

は
訓
読
み
に
す
れ
ば
「
そ
の
ひ
ぐ
ら
し
」。

　き
ち
ょ
う
あ
ん

其
蜩
庵　
　と
こ
う

杜
口　

其
蜩
庵
杜
口
は
生
涯
俳
詣
を
好
み
、
よ
き
句
ど
も
多
か
り
け
ら

し
。
は
じ
め
退
隠
す
る
時
、
人
の
訪
ら
ひ
し
に
こ
た
へ
て
、

く
ち
な
は
の
見
か
へ
り
も
せ
ぬ
は
か
ま
か
な

此
句
あ
ま
ね
く
い
ひ
も
て
は
や
し
て
賞
す
。
雅
俗
聞
見
の
博
き

人
に
て
、
談
話
お
も
し
ろ
か
り
し
か
ど
も
、
老
後
耳
聾
の
故
に
、

明
暮
、
古
文
書
の
め
づ
ら
し
き
を
写
し
、
又
自
ラ
見
し
こ
と
ゞ
も

を
筆
に
ま
か
せ
て
つ
れ
づ
れ
を
消
す
。
能
筆
に
て
根
気
も
強
か
り

し
か
ば
、
凡
二
百
巻
に
お
よ
び
、
翁
草
と
号
す
。
相
識
の
人
お
の

が
好
み
に
あ
た
る
巻
々
を
か
り
う
つ
し
て
も
て
は
や
せ
り
。
八
十

六
に
し
て
乙
卯
の
春
な
き
名
の
数
に
入
ら
れ
し
。

『
続
近
世
畸
人
伝
』、
三
熊
花
顛
、
伴
蒿
蹊
補
、
寛
政
一
〇
年
〔
一
七
九
八
〕



401 ■ 町奉行所与力の文雅

日
文
研
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

h
ttp

:/
/
w

w
w

.n
ich

ib
u
n
.a

c.jp
/
g
ra

p
h
icv

ersio
n
/
d
b
a
se/

k
ijin

d
en

.h
tm

l
不
惑
を
す
ぎ
て
隠
居
し
て
か
ら
、
執
筆
活
動
を
本
格
化
さ
せ
た
生
き
方

は
、
痛
快
で
畸
人
の
名
に
恥
じ
な
い
。
添
え
ら
れ
た
俳
句
は
、「
蛇
が
脱
ぎ
捨

て
た
皮
を
一
顧
だ
に
し
な
い
よ
う
に
、
官
を
辞
し
た
の
ち
は
袴
な
ど
の
過
去

を
思
い
出
さ
せ
る
よ
う
な
も
の
に
は
執
着
せ
ず
、
新
規
ま
き
直
し
で
今
後
を

生
き
る
」
と
い
う
気
概
を
述
べ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
正
面
立
っ
て
こ
と
あ

げ
す
る
こ
と
な
く
、
蛇
（
く
ち
な
わ
）
を
も
ち
だ
し
た
と
こ
ろ
が
洒
脱
で
お

も
し
ろ
い
。
隠
居
前
に
生
活
費
の
当
て
を
立
て
て
お
き
、
隠
居
後
は
子
供
た

ち
か
ら
独
立
、
生
活
の
垢
が
た
ま
ら
な
い
よ
う
に
何
度
も
引
っ
越
し
を
し
、

健
康
の
た
め
に
日
々
歩
き
な
が
ら
、
好
き
な
文
芸
を
楽
し
む
。
実
に
悠
々
た

る
も
の
で
す
。『
翁
草
』
を
お
よ
そ
一
〇
〇
巻
ほ
ど
書
い
た
と
こ
ろ
で
天
明

の
大
火
（
天
明
八
年
〔
一
七
八
八
〕）
で
稿
を
失
う
が
、
ま
た
書
き
直
し
て

二
〇
〇
巻
を
完
成
さ
せ
た
根
気
は
、
積
み
重
ね
を
大
切
に
し
た
生
活
態
度
に

よ
る
も
の
で
し
ょ
う
。

俳
人
と
し
て
の
神
沢
杜
口
の
活
躍
は
、
与
謝
蕪
村
よ
り
少
し
前
、
後
半
は

重
な
り
ま
す
。
俳
人
杜
口
は
松
木
淡
々
（
延
宝
二
年
〔
一
六
七
四
〕
〜
宝
暦

一
一
年
〔
一
七
六
一
〕）
の
門
人
で
、
淡
々
の
十
連
会
の
一
人
と
し
て
重
き

を
な
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
距
離
を
お
い
て
い
た
よ
う
で
、『
翁
草
』
で

は
「
そ
も
そ
も
洛
の
俳
諧
を
中
興
せ
し
も
淡
々
、
邪
に
せ
し
も
淡
々
な
り
」

と
評
し
て
い
ま
す
。

『
　ば
ん
こ
く
つ
ば
め

万
国
燕　
』
は
、
享
保
一
三
年
〔
一
七
二
八
〕
に
興
行
さ
れ
た
　と
っ
び
ゃ
く
い
ん

十
百
韻　

（
百
韻
は
百
句
続
く
連
句
。
こ
の
百
韻
を
　と
ま
き

十
巻　
続
け
る
こ
と
）
二
巻
か
ら
松

木
淡
々
が
高
点
を
与
え
た
句
を
抜
き
出
し
て
刊
行
し
た
も
の
で
す
が
、
こ
の

中
に
は
、
神
沢
杜
口
の
句
が
た
く
さ
ん
載
っ
て
い
ま
す
。

一
片
の
日
に
と
　ゞ　
ま
る
や
花
の
星

杜

口

身
と
共
に
　な
が
れ流　
に
も
ど
す
　け化　
　し
や
う粧　
　み
づ水　

杜

口

『
万
国
燕
』
享
保
一
三
年
〔
一
七
二
八
〕
三
、
七
四
二
、『
江
戸
座
点
取
俳
諧
集
』

鈴
木
勝
忠
他
校
注
、
新
日
本
文
学
大
系
七
二
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
三

「
化
粧
水
」
は
、
遊
女
が
客
を
呼
ぶ
前
に
化
粧
を
す
る
水
。
連
想
す
る
の

は
、
本
シ
リ
ー
ズ
第
4
回
の
「
小
野
小
町
の
　け
し
ょ
う
の
み
ず

化
粧
水　
」
で
、
小
町
は
遊
女
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
だ
と
、
化
粧
水
は
、
西
洞
院
川
に
注
ぐ
藍
染

川
に
戻
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
あ
る
い
は
、
第
18
回
の
蕪
村
と
太
祇
が
遊

ん
だ
「
一
条
戻
り
橋
の
柳
風
呂
と
い
う
娼
家
」
の
こ
と
も
思
い
出
し
ま
す
。

神
沢
杜
口
は
柳
風
呂
の
こ
と
は
確
か
に
知
っ
て
い
て
、
そ
の
著
書
『
翁
草
』

に
は
、「
宝
暦
の
頃
に
は
、
松
屋
風
呂
（
室
町
五
条
上
ル
）
と
柳
風
呂
（
一

条
堀
川
）
が
あ
っ
た
が
、
今
は
皆
な
く
な
っ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
柳

風
呂
だ
と
、
化
粧
水
は
堀
川
に
戻
す
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。

も
う
少
し
ま
じ
め
な
と
こ
ろ
で
は
、
蕪
村
の
門
人
高
井
几
薫
が
父
几
圭
の

十
三
回
忌
に
編
ん
だ
『
　そ
の
ゆ
き
か
げ

其
雪
影　
』
に
、
上
述
の
『
続
近
世
畸
人
伝
』
に
引
か

れ
た
句
が
「
致
仕
」
と
い
う
添
え
書
き
の
あ
と
に
載
っ
て
い
ま
す
。『
其
雪

影
』
の
「
秋
冬
の
部
」
に
採
録
さ
れ
て
い
る
杜
口
の
句
を
、
も
う
一
句
。

と
ろ
　く　
と
寐
る
烏
あ
り
十
三
夜

杜

口

『
其
雪
影
』
高
井
几
薫
編
、
明
和
九
年
〔
一
七
七
二
年
〕
三
二
四

『
天
明
俳
諧
集
』
山
下
一
海
他
校
注
、
新
日
本
文
学
大
系
七
三
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
八

な
お
、
こ
の
句
集
の
「
春
夏
の
部
」
の
最
初
に
、
与
謝
蕪
村
の
有
名
な
句

「
春
の
う
み
　ひ
ね終　
　も
す日　
の
た
り
の
た
り
か
な
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
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平
塚
飄
斎
の
こ
と

　ひ
ら
つ
か

平
塚　
　ひ
ょ
う
さ
い

飄
斎　
（
寛
政
六
年
〔
一
七
九
四
〕
〜
明
治
八
年
〔
一
八
七
五
〕）
は
、

京
都
東
町
奉
行
所
与
力
で
、
本
名
は
　し
げ
た
か

茂
喬　
、
筆
名
は
津
久
井
清
影
。
通
称
は
、

表
次
郎
な
ど
。
　か
ど
の

葛
野　
郡
　す
じ
ゃ
く
の

朱
雀
野　
村
　お
お
あ
ざ

大
字　
西
ノ
京
　あ
ざ字　
　き
ょ
う
し
き

京
職　
町
の
生
ま
れ
。
こ
こ

は
、
上
述
し
た
よ
う
に
、
京
都
東
町
奉
行
所
の
組
屋
敷
（
役
宅
）
が
あ
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。
安
政
六
年
〔
一
八
五
九
〕
に
安
政
の
大
獄
に
連
座
し
て
永
蟄

居
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
が
、
の
ち
文
久
二
年
〔
一
八
六
二
〕
に
許
さ
れ
ま
し

た
。
山
稜
の
研
究
家
で
、『
陵
墓
一
隅
抄
』『
聖
蹟
図
志
』
な
ど
の
著
書
が
あ

り
ま
す
。
頼
山
陽
な
ど
と
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
塚
飄
斎
に
つ
い
て
は
、
幕
末
の
世
情
騒
が
し
い
京
都
に
あ
っ
て
公
務
を

こ
な
し
な
が
ら
文
雅
の
道
に
励
ん
だ
生
き
方
に
興
味
が
引
か
れ
ま
す
。
ま

ず
、
当
時
の
人
名
録
『
平
安
人
物
志
』（
日
文
研
で
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
さ
れ

て
い
ま
す
）
を
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

『
平
安
人
物
志
』
の
文
政
一
三
年
〔
一
八
三
〇
〕
版
に
は
、「
文
雅
」
の

項
が
立
て
ら
れ
て
い
て
、
そ
こ
に
平
椿
孫
、
通
称
は
平
塚

•　某
と
し
て
載
っ
て

い
ま
す
。
次
に
体
裁
を
ま
ね
て
、『
平
安
人
物
志
』
の
記
載
を
引
用
し
ま
す
。

平
　
椿
孫

　号薺
堂
野
夫

節
斎
男

　

平
塚
　
某

「
平
塚
某
」
と
し
た
の
は
、
与
力
と
し
て
の
公
務
が
あ
る
の
で
、
平
塚
飄
斎

あ
る
い
は
平
塚
茂
喬
を
直
接
に
載
せ
る
こ
と
は
せ
ず
、
名
前
を
伏
せ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
号
の
薺
堂
野
夫
は
、
何
と
読
む
の
で
し
ょ
う
。
語
呂
合

わ
せ
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ど
う
も
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
で
、
居
所
の
欄
の
「
節
斎
男
」
が
、
地
名
を
示
し
て
い
る
と
は
と

て
も
お
も
え
な
い
こ
と
に
気
付
き
ま
す
。
気
に
な
っ
た
の
で
、『
平
安
人
物

志
』
文
政
一
三
年
〔
一
八
三
〇
〕
版
を
、
再
度
、
丁
寧
に
調
べ
て
み
ま
し
た
。

す
る
と
、「
文
人
画
」
の
項
に
、
次
の
よ
う
な
記
載
を
見
つ
け
ま
し
た
。
角

書
に
し
た
「
墨
竹
」
は
、
欄
外
に
手
書
き
で
追
加
さ
れ
て
い
る
文
言
で
す
。

　墨竹　平
　
茂
清

　号節
斎

城
西
　

平
塚
　
某

平
塚
茂
清
。
城
西
（
二
条
城
の
西
）
に
住
み
、
文
人
画
と
く
に
　ぼ
く
ち
く

墨
竹　
に
巧
み

で
あ
っ
た
人
物
。
号
は
節
斎
。
し
た
が
っ
て
、
平
椿
孫
（
平
塚
飄
斎
）
の
居

所
の
欄
に
あ
る
「
節
斎
男
」
は
、
平
塚
節
斎
の
息
子
と
い
う
意
味
で
、
こ
れ

を
も
っ
て
居
所
を
代
用
し
た
こ
と
が
判
明
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、「
平
塚
某
」

が
親
子
で
出
て
く
る
の
で
、
両
者
を
区
別
し
す
る
た
め
も
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

次
の
天
保
九
年
〔
一
八
三
八
〕
版
の
「
文
雅
」
の
項
で
は
、
居
所
と
し
て

城
西
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
居
所
の
記
載
が
あ
る
一
方
で
、
も
は

や
「
文
人
画
」
の
項
に
は
父
親
の
「
平
茂
清
」
の
記
載
が
消
え
て
い
ま
す
。

「
節
斎
男
」→

「
城
西
」
の
変
更
は
、
父
親
の
死
去
に
よ
り
親
子
を
区
別
す

る
必
要
が
な
く
な
っ
た
た
め
と
み
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

平
　
椿
孫

　号薺
堂
野
夫

城
西

　

平
塚
　
某

『
平
安
人
物
志
』
の
嘉
永
五
年
〔
一
八
五
二
〕
版
の
「
文
雅
」
の
項
に
至
っ

て
、
本
名
の
茂
喬
と
通
称
の
平
塚
飄
齋
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
（
た
だ
し
、

飄
の
　つ
く
り旁　は
風
の
異
体
字
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
）。
注
記
と
し
て
「
著
述
數

　編扁　
あ
り
。
　標

目
票
目　
　こ
れ之　
を
略
す
」
と
載
っ
て
い
ま
す
。
号
の
欄
は
空
欄
で
、
そ
れ

ま
で
の
号
の
薺
堂
野
夫
の
人
物
と
同
一
人
で
な
い
と
言
い
逃
れ
で
き
る
よ
う

に
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
考
え
す
ぎ
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、

よ
く
み
れ
ば
、
住
所
の
「
城
西
」
を
同
じ
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
平
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椿
孫
」
と
「
平
　
茂
喬
」
が
同
一
人
で
あ
る
こ
と
を
そ
れ
と
な
く
示
し
て
い

る
よ
う
で
す
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
嘉
永
元
年
〔
一
八
四
八
〕
頃
に
は
、
平

塚
飄
齋
は
隠
居
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
本
名
を
出
し
て
も
差
し

支
え
が
な
い
と
い
う
判
断
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

平
　
茂
喬

　号城西　

平
塚
飄
齋

著
述
數
扁
票
目
略
之

平
塚
飄
齋
は
、
安
政
の
大
獄
（
安
政
五
年
〔
一
八
五
八
〕
〜
安
政
六
年

〔
一
八
五
九
〕）
に
連
座
。
安
政
六
年
〔
一
八
五
九
〕
に
水
戸
方
に
荷
担
し
た

と
し
て
、
京
都
所
司
代
よ
り
永
蟄
居
（
文
久
二
年
〔
一
八
六
二
〕
ま
で
）
を

申
し
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
と
推
定
さ
れ
ま
す
が
、『
平
安
人
物
志
』

慶
応
三
年
〔
一
八
六
七
〕
版
の
「
文
雅
」
の
項
で
は
、
別
名
の
津
久
井
清
影

に
よ
る
「
平
　
清
影
」
が
記
載
さ
れ
、
平
塚
某
に
戻
さ
れ
て
い
ま
す
。
居
所

の
「
城
西
」
は
、
二
条
城
の
は
る
か
西
。
現
在
は
、
右
京
区
　さ
い
い
ん

西
院　
　ひ
つ
じ
さ
る
ち
ょ
う

坤

町　

に
平
塚
飄
齋
邸
趾
の
碑
が
残
っ
て
い
ま
す
。

平
　
清
影

　号半
樂
舎

城
西

　

平
塚
　
某

『
平
安
人
物
志
』
の
記
載
の
変
遷
を
み
る
と
、
平
塚
飄
齋
が
公
務
と
文
雅

を
調
和
さ
せ
る
の
に
、
腐
心
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
と
く
に
、

主
著
で
あ
る
『
陵
墓
一
隅
抄
』『
聖
蹟
図
志
』
な
ど
を
別
名
の
津
久
井
清
影

で
執
筆
し
て
い
る
こ
と
な
ど
に
、
公
務
と
峻
別
し
よ
う
と
し
す
る
意
図
が
う

か
が
え
ま
す
ね
。

そ
れ
に
し
て
も
、
安
政
の
大
獄
に
よ
る
永
蟄
居
（
安
政
六
年
〔
一
八
五

九
〕
〜
文
久
二
年
〔
一
八
六
二
〕）
の
と
き
は
、
事
情
は
も
っ
と
深
刻
で
、
名

前
を
著
書
に
書
く
こ
と
も
は
ば
か
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
謹
慎
の
と
き
に
平
塚

飄
齋
が
ど
の
よ
う
に
動
い
た
か
を
み
る
と
、
根
性
が
す
わ
っ
て
い
る
こ
と
が

よ
く
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
と
き
、
平
塚
飄
齋
は
『
　再撰　花
洛
名
勝
図
会
』（
元

治
元
年
〔
一
八
六
四
〕
刊
行
）
の
刊
行
を
、
匿
名
に
近
い
形
で
お
こ
な
っ
て

い
る
の
で
す
。
本
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
江
戸
時
代
中
期
の
京
都
案
内
書
で
あ
る

『
都
名
所
図
会
』
や
『
拾
遺
都
名
所
図
会
』（
い
ず
れ
も
秋
里
籬
島
著
）
な
ど

の
記
述
や
挿
絵
を
参
照
し
て
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
後
継
で
あ
る
『
　再撰　花
洛

名
勝
図
会
』
の
成
立
事
情
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。
つ
い
で
で
す
か
ら
、

労
を
惜
し
ま
ず
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

『
　再撰　花
洛
名
勝
図
会
』
巻
末
の
予
告
を
み
る
と
、
先
行
の
案
内
書
（『
都
名

所
図
会
』
や
『
拾
遺
都
名
所
図
会
』
な
ど
）
の
記
述
が
八
〇
年
余
を
経
過
し

て
古
び
た
の
で
、「
再
撰
」
す
る
こ
と
を
目
差
し
た
案
内
書
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
完
成
す
れ
ば
当
時
の
京
都
地
誌
と
な
っ
た
は
ず
で
す
が
、
東

山
の
部
分
だ
け
を
上
梓
し
た
と
こ
ろ
で
、
幕
末
の
争
乱
の
た
め
に
中
断
し
て

い
ま
す
。
著
者
の
「
再
撰
」
に
こ
だ
わ
っ
た
意
図
に
反
し
て
、
書
名
『
　再撰　花

洛
名
勝
図
会
』
の
　つ
の
が
き

角
書　
「
再
撰
」
を
省
略
し
て
、
し
ば
し
ば
、
単
に
『
花
洛

名
勝
図
会
』
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
本
シ
リ
ー
ズ
で
も
、
こ
の
慣
行
に
従
っ

て
お
き
ま
す
。

日
文
研
で
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
さ
れ
公
開
さ
れ
て
い
る
影
印
を
み
る
と
、『
花

洛
名
勝
図
会
』
の
刊
記
に
は
、
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　四條
以
北

撰
者

　

晴
翁
木
村
明
啓

　仝以
南

撰
并
傭
書　

櫪
園
川
喜
多
真
彦

圖
畫

半
山
松
川
安
信

仝

春
翠
四
方
義
休

仝

東
居
楳
川
重
寛

文
久
元
年
辛
酉
十
一
月
官
許

元
治
元
年
甲
子
三
月
刻
成

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
通
常
は
木
村
明
啓
（
暁
鐘
成
）
と
川
喜
多
真
彦
が
著

者
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
は
平
塚
飄
斎
が
陰
の
著
者
で
あ
っ
た

こ
と
が
、
い
ろ
い
ろ
な
論
考
か
ら
わ
か
っ
て
い
ま
す
（
た
と
え
ば
、「
平
塚
飄

斎
の
研
究
」、『
森
銑
三
著
作
集
』
第
三
巻
、
人
物
篇
、
中
央
公
論
社
（
一
九

七
三
）、
西
野
由
紀
「
再
撰
花
洛
名
勝
図
会
の
作
者
と
全
体
像
」、『
國
文
学

論
叢
』
51
、
三
九
〜
五
二
（
二
〇
〇
六
）、
菅
宗
次
「
平
塚
飄
斎
の
文
事—

京

都
東
町
奉
行
所
与
力
の
文
雅
」、『
武
庫
川
女
子
短
大
紀
要
』
55
、
一
五
九
〜

一
六
四
（
二
〇
〇
七
））。
こ
れ
ら
の
論
考
を
参
考
に
し
な
が
ら
、『
　再撰　花
洛

名
勝
図
会
』
の
著
者
が
平
塚
飄
斎
で
あ
る
根
拠
を
自
己
流
に
組
み
立
て
て
み

ま
し
ょ
う
。

蒋
潭
鰕
侶
の
署
名
が
あ
る
『
花
洛
名
勝
図
会
』（
影
印
が
日
文
研
で
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
さ
れ
て
い
ま
す
）
の
序
に
は
、
漢
詩
を
掲
載
し
た
の
ち
、
次
の

よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
（
訓
点
や
送
り
が
な
は
仮
に
付
し
た
も
の
）。

夏
日
、
津
久
　ノ井　
翁
、
　テ以
二　
　ノ所
レ　
　ス
ル
撰　
東
山
名
勝
図
　ヲ

、
誌
一　

　見
ー二　
　シ示　
首
　ノ栽　

四
　ノ条　
　ヲ

、
橋
一　

　フ乞
レ　
　ク
コ
ト
ヲ

書
二

　
　ノ此　
　ヲ詩　
于
　く
わ
ん
巻　
　た
ん

。
端
一　

　テ因　
　略
レ　
　ヲ絵　
一
　シ
テ
揮　
　テ以　
　ふ
さ
グ
塞
二　

　ノ其　
　ヲ

。
責
一　

（
書
き
下
し
文
）

　か
じ
つ

夏
日　
、津
久
井
の
　お
き
な翁　、　せ
ん撰　
す
る
　と
こ
ろ所　の
東
山
名
勝
図
誌
を
　も
っ以　
て
、　し
ゆ
さ
い

首
栽　

の
　し
で
う

四
条　
の
　は
し橋　
を
　け
ん
じ

見
示　
し
、
　こ此　
の
　し詩　
を
　く
わ
ん
た
ん

巻
端　
に
書
く
こ
と
を
乞
ふ
。

　よ
り因　
て
　ゑ絵　
を
　り
や
く略　し
　い
つ
き

一
揮　
し
て
　も
つ以　
て
　そ其　
の
　せ
き責　
を
　ふ
さ塞　
ぐ
。

理
解
の
た
め
の
メ
モ
。「
　け
ん
じ

見
示　
」
は
、
あ
ら
わ
し
て
は
っ
き
り
と
示
す
こ
と
。

「
　し
ゅ
さ
い

首
栽　
」
は
首
載
（
最
初
に
掲
載
す
る
）
の
意
味
か
。「
　か
ん
た
ん

巻
端　
」
は
、
書
物
の

書
き
は
じ
め
の
所
。

こ
の
序
文
の
中
に
「
津
久
井
の
　お
き
な翁　、
　せ
ん撰　
す
る
　と
こ
ろ所　の
東
山
名
勝
図
誌
を
　も
っ以　

て
」
と
は
っ
き
り
書
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
平
塚
飄
斎
（
津
久
井
清
影
）
が

『
花
洛
名
勝
図
会
』（=

東
山
名
勝
図
誌
）
の
著
者
（
の
一
人
）
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。

序
を
書
い
た
　し
ょ
う
た
ん

蒋
潭　
　か

ろ
鰕
侶　
は
、
　あ
さ
の
な
が
よ
し

浅
野
長
祚　
（
文
化
一
三
年
〔
一
八
一
六
〕
〜

明
治
一
三
年
〔
一
八
八
〇
〕）
の
こ
と
。
号
は
梅
堂
、
蒋
潭
、
蒋
潭
鰕
侶
、

池
香
な
ど
。
字
は
胤
卿
な
ど
。
漢
詩
、
俳
句
、
書
画
に
秀
で
て
い
ま
し
た
。

京
都
西
町
奉
行
の
在
任
は
、
嘉
永
五
年
〔
一
八
五
二
〕
〜
安
政
五
年
〔
一
八

五
八
〕
で
す
。
こ
の
在
任
中
に
、
与
力
平
塚
飄
斎
の
協
力
で
洛
中
洛
外
の
山

稜
調
査
に
あ
た
り
、『
歴
代
廟
陵
考
補
遺
』
を
著
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
浅

野
長
祚
と
平
塚
飄
斎
の
接
点
で
す
。
安
政
五
年
〔
一
八
五
八
〕
の
町
奉
行
辞

任
は
、
水
戸
派
と
み
な
さ
れ
大
老
井
伊
直
弼
に
に
ら
ま
れ
た
た
め
の
免
職
で

す
。
井
伊
直
弼
の
死
後
、
復
帰
し
て
江
戸
北
町
奉
行
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

慶
応
三
年
〔
一
八
六
七
〕
に
致
仕
。
絵
は
椿
椿
山
に
師
事
し
た
と
い
い
ま
す

か
ら
、
こ
の
序
文
冒
頭
の
漢
詩
は
、
浅
野
長
祚
の
描
い
た
絵
の
賛
で
あ
っ
た

の
を
、
平
塚
飄
斎
の
所
望
に
よ
り
、「
　ゑ絵　
を
　り
や
く略　し
」
て
、
転
載
し
た
も
の
で

し
ょ
う
。

『
花
洛
名
勝
図
会
』
の
も
う
一
つ
の
序
文
は
、
藤
原
芳
樹
が
記
し
た
も
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の
で
、「
わ
が
友
　ツ

ク

井

津
久
井　
の
翁
が
秋
里
籬
山
の
『
都
名
所
図
会
』
が
時
を
経

て
実
情
に
合
わ
な
く
な
っ
た
の
を
書
き
改
め
た
も
の
」
と
い
う
　く
だ
り件　が
あ
り
ま

す
。
藤
原
芳
樹
は
長
州
の
人
。
伊
藤
芳
樹
と
も
。『
　ご
う
な
の
う
た
が
た
り

寄
居
歌
談　
』
な
ど
の
著

書
が
あ
り
ま
す

こ
の
二
つ
の
序
文
か
ら
は
、
津
久
井
の
翁
（
平
塚
飄
斎
）
を
も
う
一
人
の

著
者
と
し
て
付
け
加
え
る
べ
き
だ
と
い
う
結
論
が
導
け
ま
す
。

ち
な
み
に
、
こ
の
二
つ
の
序
文
の
ほ
か
に
清
原
宣
明
に
よ
る
序
が
つ
い
て

い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
「
作
者
　フ請
二　
題
一
　ヲ

。
言
一　
　テ因　
　ニ為　
　ス書
レ　
　ヲ

。
之　

　ニ時　
文
久
二
年

春
花
朝
日
」（
訓
点
追
加
。「
作
者
、
題
一
言
を
　こ請　
ふ
。
　よ
り因　
て
、
　た
め為　
に
　こ
れ之　
を
　し
よ書　

す
。
時
に
文
久
二
年
春
花
朝
日
」）
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
文
中
の
「
請
題
」

が
行
書
だ
と
「
清
影
」
に
見
え
て
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。
多
分
、「
津
久
井

清
影
」
の
字
面
を
見
過
ぎ
た
た
め
の
　そ
ら
に

空
似　
で
す
ね
。

さ
ら
に
傍
証
を
追
加
し
ま
し
ょ
う
。『
花
洛
名
勝
図
会
』
の
例
言
に
は
、

「
亡
く
な
っ
た
小
沢
華
嶽
と
井
上
左
水
の
描
い
た
遺
稿
が
あ
る
も
の
は
、
こ

れ
ら
を
挿
絵
と
し
て
使
っ
た
。
残
り
は
半
山
、
東
居
な
ど
が
新
し
く
描
い
た

も
の
を
入
れ
た
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
例
言
は
作
者
が
書
い
た
も
の
と
推
測

さ
れ
ま
す
が
、
画
家
へ
の
言
及
の
仕
方
か
ら
考
え
て
、
次
に
示
す
跋
文
（
あ

と
が
き
）
の
「
翁
」
と
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
と
推
定
で
き
ま
す
。

そ
の
推
定
の
根
拠
を
示
す
た
め
に
、
川
喜
多
真
彦
に
よ
る
跋
文
を
翻
刻
し

た
も
の
の
一
部
を
西
野
の
論
文
か
ら
次
に
引
用
し
ま
す
。

（
前
略
）
ま
た
　み
や
こ都　に
　ち
か近　
き
　や
ま
と

大
和　
　か
は
ち

河
内　
な
ど
の
　く
に國　
　ぐ々　
な
る
、
　そ
の
か
み

往
昔　

の
　お
ほ
み
や
と
こ
ろ

大
宮
所　
の
あ
り
し
　あ
と跡　
の
さ
だ
か
な
ら
ぬ
を
た
づ
ね
　も
と索　
め
、
は

た
い
と
も
か
し
こ
き
　み
さ
さ
ぎ

御
陵　
ど
も
の
う
づ
も
れ
た
る
を
も
　と
こ
ろ

土
地　
に
　か
ん
が考　

へ
、
　ふ
み書　
に
　あ
か徴　
し
て
か
き
　あ
ら著　
は
し
つ
ゝ
、
　い
へ家　
に
　ひ秘　
め
た
ま
へ
る
　お
き
な翁　あ

り
。
は
よ
う
　
お
ほ
や
け
公　
の
　つ
か仕　
へ
を
　し
り
ぞ退　き
て
よ
り
、（
後
略
）

こ
の
中
で
言
及
さ
れ
て
い
る
「
　お
き
な翁　」
は
、「
御
陵
」
な
ど
の
語
が
出
て
く
る

こ
と
や
、
仕
事
を
辞
め
て
い
る
と
い
う
記
述
な
ど
か
ら
、
平
塚
飄
斎
で
あ
る

と
比
定
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
跋
文
の
続
き
、
該
当
す
る
と
こ
ろ
を
要
約
す
れ
ば
、

こ
の
「
翁
」
は
、『
都
名
所
図
会
』
や
『
拾
遺
都
名
所
図
会
』

に
つ
づ
く
案
内
書
を
再
撰
す
る
こ
と
を
思
い
立
っ
て
原
稿
を
書
い

て
い
た
が
、
知
人
の
挿
絵
画
家
（
小
沢
華
嶽
と
井
上
左
水
）
が
亡

く
な
っ
た
の
で
、
企
て
は
頓
挫
し
て
し
ま
い
、
原
稿
も
そ
の
ま
ま

放
っ
て
あ
っ
た
（「
　い
ま今　
は
　び
ん便　
な
し
と
お
も
ひ
く
づ
を
れ
て
、
　み
づ
か自　ら

の
　
し
た
が
き
稿　
も
か
い
や
ら
れ
し
に
」）。
と
こ
ろ
が
、
大
阪
に
出
か
け
た
折

に
、
暁
晴
翁
（
木
村
明
啓
、
暁
鐘
成
）
に
よ
る
『
摂
津
名
勝
図
会

大
成
』
の
稿
が
成
っ
た
こ
と
を
聞
き
お
よ
ん
で
、
そ
の
挿
絵
画
家

松
川
半
山
を
知
っ
た
。『
再
撰
花
洛
名
勝
図
会
』
の
挿
絵
を
依
頼

す
る
こ
と
に
し
、
同
道
し
て
五
〇
枚
以
上
を
描
か
せ
、
足
り
な
い

と
こ
ろ
は
、
東
居
、
春
翠
な
ど
に
描
か
せ
た
。

こ
の
記
述
と
『
花
洛
名
勝
図
会
』
の
例
言
の
記
述
と
照
ら
し
あ
わ
せ
る
と
、

ど
ち
ら
も
亡
く
な
っ
た
画
家
（
小
沢
華
嶽
と
井
上
左
水
）
へ
の
言
及
が
あ

り
、
跋
文
の
「
翁
」
は
、
例
言
を
書
い
た
作
者
と
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
を

強
く
示
唆
し
て
い
ま
す
。「
翁
」
自
ら
の
草
稿
を
放
置
し
て
あ
っ
た
と
い
う

記
載
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
文
章
は
暁
晴
翁
と
余
（
跋
文
の
筆
者
の
川
喜
多
真

彦
）
に
「

•　誂
•　へ
•　て
書
き
つ
づ
ら
せ
」
と
あ
り
ま
す
の
で
、「
翁
」
が
書
い
た

草
稿
を
も
と
に
執
筆
さ
せ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、「
翁
」
自
ら
無
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駄
を
省
き
誤
っ
た
と
こ
ろ
な
ど
を
正
し
た
と
記
さ
れ
て
い
て
、
平
塚
飄
斎
が

監
修
・
校
訂
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
現
代
風
に
書
け
ば
、

「
平
塚
飄
斎
編
著
、
木
村
明
啓
・
川
喜
多
真
彦
著
」
と
な
り
ま
す
ね
。

平
塚
飄
斎
の
人
と
な
り
に
つ
い
て
は
、
同
時
代
の
興
味
深
い
資
料
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
木
村
黙
老
か
ら
小
津
桂
窓
に
宛
て
た
書
簡
で
す
。
木
村
黙

老
（
安
永
三
年
〔
一
七
七
四
〕
〜
安
政
三
年
〔
一
八
五
六
〕）
は
高
松
藩
家
老
。

小
津
桂
窓
（
文
化
元
年
〔
一
八
〇
四
〕
〜
安
政
五
年
〔
一
八
五
八
〕）
は
伊

勢
松
阪
の
豪
商
。
両
者
は
　き
ょ
く
て
い
ば
き
ん

曲
亭
馬
琴　
の
知
己
と
し
て
交
渉
が
あ
り
ま
し
た
。

嘉
永
元
年
〔
一
八
四
八
〕
五
月
二
十
日
の
黙
老
か
ら
桂
窓
宛
の
書
簡
の
一

部
を
次
に
引
用
し
ま
し
ょ
う
（
振
り
が
な
追
加
）。

嘉
永
元
年
五
月
二
十
日
桂
窓
宛
書
簡

（
前
略
）

　こ
の
た
び
け
い
し
ざ
い
ぐ
う
ち
ゆ
う

此
度
京
師
在
寓
中　
、
　に
で
う
よ
り
き
の
い
ん
き
よ

二
条
与
力
之
隠
居　
平
塚
　
（
マ
マ
）
瓢　
斎
　と与　
　も
う
す申　人
、
　ち
じ
ん

知
人　

ニ
　な
り
も
う
し
そ
う
ろ
う

成
申
候　
。
　い
た
っ
て

至
而　
　は
い
く
わ
ん

稗
官　
　ず好　
キ
　の之　
　ひ
と人　
ニ
　て而　
、
　い
ろ
い
ろ

色
　々
　お
も
し
ろ

面
白　
キ
話

も
　う
け
た
ま
わ
り
そ
う
ろ
う

承

候　
。
　こ
れ是　
も
　は
つ
け
ん
で
ん

八
犬
伝　
　お
ほ
い
大　
ニ
　し
よ
う
び

称
美　
ニ
　て而　
、
　れ
い例　
　の之　
　う
す
や
う
が
み

薄
様
紙　

　ず
り
の
ほ
ん

摺
之
本　
も
　し
よ
じ
い
た
し
お
ら
れ
そ
う
ろ
う

所
持
致
　被
レ　
居
候　
。
　ぜ
ん
た
い

全
体　
　は者　
　は
い
じ
ん

俳
人　
　と与　
　あ
ひ
み

相
見　
ヘ
　そ
う
ら候　ヘ
　ど
も共　
、

　ず
い
ぶ
ん

随
分　
　し詩　
　ぶ
ん文　
　し
や
う
章　
も
　で

き
出
来　
、
　き
や
う
し

狂
詩　
・
　き
や
う
か

狂
歌　
　な
ど等　
も
　み見　
せ
　も
う
さ
れ
そ
う
ろ
う

　被
レ　
申
候　
。
　せ
ん
さ
く

穿
鑿　

　の之　
　つ
よ強　
キ
人
ニ
　て而　
、
五
畿
国
掌
覧
微
細
之
図
　え
ら
ば
れ
そ
う
ら
ひ
て

　被
レ　
撰
候
而　
、
　よ
ほ
ど

余
程　

　よ
ろ
し
く

宜
敷　
　い
で
き
お
り
も
う
し
そ
う
ろ
う

出
来
居
申
候　
。
八
犬
伝
批
評
も
　い
た
し
そ
う
ろ
う
し
よ
こ
れ
あ
り

致
候
書
　在
レ　
之　
。
当
時
、

　う
つ
し
お
り
も
う
し
そ
う
ろ
う

　為
レ　
写
居
申
候　
。　う
つ
し
写　
　い
で
き
い
た
し
そ
う
ら

　致
二　
出
　来
一　
候　
ハ
ヾ
、　お
め
に
か
け
も
う
す
べ
く
そ
う
ろ
う

　掛
二　
御
　目
一　
　可
レ　
申
候　
。　か
つ且　
、

　し
よ
し
の
た
の
み
の
よ
し

書
肆
之
頼
之
由　
ニ
　て而　
、
当
時
、
　み
や
こ
め
い
し
よ
ず
ゑ

都
名
所
図
会　
　げ
ん
ぱ
ん
ず

原
板
図　
　そ麁　
　ろ
う漏　
ニ
　つ
き付　
、

　さ
い
ず

細
図　
　と
り
し
ら
べ

取
調　
ニ
　か
か
り
そ
う
ろ
う
よ
し

懸
候
由　
ニ
　て而　
、
　は
ん
し
た
の
さ
い
ず

板
下
之
細
図　
　み
せ
ら
れ
そ
う
ろ
う

　被
レ　
見
候　
。

（
後
略
）木

村
三
四
吾
『
滝
沢
馬
琴:

人
と
書
翰
』
第
二
巻
、
八
木
書
店
（
一
九
九
八
）

参
考
資
料
、
四
六
九
ペ
ー
ジ
、「
木
村
黙
老
書
牘
集
」

先
に
言
及
し
た
『
花
洛
名
勝
図
会
』
の
例
言
に
、「
さ
る
に
　そ
の
ほ
ん
げ
ん

其
本
原　
た
る

　み
や
こ
め
い
し
よ

都
名
所　
の
　え
ん
か
く

沿
革　
　ゐ
ど
う

異
同　
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
　ず
さ
く

圖
作　
の
　そ
ろ
う

粗
漏　
　こ
れ之　
を
　た
ほ
う

他
邦　
に
　ひ比　
す
れ

ば
　は
づ恥　
る
　こ
と事　
　お
ほ多　
し
。」
と
い
う
　く
だ
り件　が
あ
り
ま
す
。
上
記
書
簡
の
「
　み
や
こ
め
い
し
よ
ず
ゑ

都
名
所
図
会　

　げ
ん
ぱ
ん
ず

原
板
図　
　そ麁　
　ろ
う漏　
ニ
　つ
き付　
」
と
い
う
表
現
が
似
て
い
る
こ
と
が
注
意
を
引
き
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、『
花
洛
名
勝
図
会
』
の
例
言
に
あ
る
言
葉
も
平
塚
飄
斎
が
発

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
お
り
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
例
言
は
平
塚

飄
斎
が
書
い
た
と
い
う
こ
と
の
傍
証
と
な
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
書
簡
の
日
付
が
嘉
永
元
年
〔
一
八
四
八
〕
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
平

塚
飄
斎
が
こ
の
こ
ろ
か
ら
す
で
に
『
花
洛
名
勝
図
会
』
の
執
筆
に
手
を
染

め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。「
二
条
与
力
の
隠
居
」
と
あ
り
ま
す
か
ら
、

こ
の
時
点
で
す
で
に
隠
居
し
て
い
た
こ
と
も
こ
の
書
簡
か
ら
判
明
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
、「
　は
い
か
ん

稗
官　
好
き
」（
　は
い
か
ん

稗
官　
は
、
民
間
伝
承
を
集
め
て
王
に
奏
上

し
た
役
人
ま
た
は
集
め
た
民
間
伝
承
の
こ
と
）
で
あ
っ
た
こ
と
、
総
じ
て
俳

人
で
あ
る
が
詩
文
章
も
う
ま
く
狂
詩
・
狂
歌
等
も
詠
む
こ
と
、「
　せ
ん
さ
く

穿
鑿　
の
　つ
よ強　

き
人
」
で
、
近
畿
一
円
の
案
内
図
を
編
纂
し
て
い
る
こ
と
、
馬
琴
の
『
八
犬

伝
』
を
ほ
め
批
評
も
書
い
て
い
る
こ
と
（
こ
の
点
で
、
木
村
黙
老
や
小
津
桂

窓
が
馬
琴
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
『
八
犬
伝
』
の
批
評
し
て
い
た
こ
と
に
繋

が
り
ま
す
）
な
ど
、
平
塚
飄
斎
の
性
向
や
行
状
が
う
か
が
え
ま
す
。

■

武
信
稲
荷

神
泉
苑
町
通
（
ま
た
は
神
泉
苑
通
）
を
御
池
通
か
ら
南
下
し
た
と
こ
ろ

で
、
折
よ
く
「
姉
小
路
通
神
泉
苑
町
東
入
姉
西
町
」
6©
を
見
つ
け
ま
し
た
。

ス
ポ
ン
サ
ー
は
ア
リ
ナ
ミ
ン
（
武
田
薬
品
）。
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　あ
ね
や
こ
う
じ
ど
お
り

姉
小
路
通　
　し
ん
せ
ん
え
ん
ま
ち

神
泉
苑
町　
　ひ
が
し
い
る

東
入　

　あ
ね
に
し
ち
ょ
う

姉
西
町　

6©

江
戸
時
代
中
期
の
『
京
町
鑑
』
で
は
、「
　あ
ね
が
こ
う
ぢ

姉
小
路　
」
通
と
振
り
が
な
を
振
っ

て
い
ま
す
。
現
在
で
は
、「
が
」
が
「
や
」
と
訛
っ
て
、「
あ
ね

•　や
こ
う
じ
」

と
読
む
の
が
普
通
の
よ
う
で
す
が
、「
あ
ね
こ
う
じ
」
と
も
読
む
よ
う
で
す
。

つ
い
で
に
、『
京
町
鑑
』
で
は
、
姉
小
路
通
の
　よ
こ
ま
ち

横
町　
と
し
て
、
大
宮
西
入

に
「
姉
小
路
西
町
」
が
あ
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、

　大

宮

西

入

姉
小
路
西
町　

此
町
南
側
に
蓮
光
　
（
ママ
）
寺　
と
い
　い
ふ云　
眞
言
宗
　あ
り有　
。
此
町
の
西
の
辻
神
泉

苑
町
に
　ゆ
き
あ
た
る
な
り

行
當
也　

と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
説
明
の
「
姉
小
路
西
町
」
が
略
さ
れ
て
、「
姉

西
町
」
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
引
用
文
の
姉
小
路
が
突
き
当
た
っ
た

神
泉
苑
町
通
（
町
名
看
板
6©
の
あ
る
と
こ
ろ
）
の
西
側
は
、
上
述
の
若
狭

小
浜
藩
の
藩
邸
で
す
。
現
在
の
姉
小
路
通
は
、
町
名
看
板
6©
の
あ
る
と
こ

ろ
で
行
き
当
た
り
で
は
な
く
、
千
本
通
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。

町
名
看
板
6©
の
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
姉
小
路
通
を
東
へ
ゆ
く
と
、
北
側

に
廃
校
に
な
っ
た
教
業
小
学
校
。
い
ま
は
、
洛
中
小
学
校
の
付
属
施
設
と
し

元
教
業
小
学
校

蓮
光
院
（
北
向
き
不
動
）

て
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
元
教
業
小
学
校
の
向
か
い
に
、
北
向
き
不
動

さ
ん
が
あ
り
ま
す
。「
　北向　不
動
明
王
」
の
扁
額
と
「
毎
月
二
十
八
日
に
大
護

摩
供
養
を
お
こ
な
う
」
旨
の
張
り
紙
。
本
尊
の
不
動
明
王
は
、
も
と
神
泉
苑

南
門
の
安
置
仏
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
お
寺
の
正
式
名
は
、
弘
仁
山

蓮
光

•　院
（
中
京
区
姉
小
路
通
大
宮
西
入
姉
西
町
、
高
野
山
真
言
宗
）。「
院
」

が
「
寺
」
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
上
記
『
京
町
鑑
』
の
記
載
通
り
で
す
。

神
泉
苑
町
通
を
南
下
し
、
三
条
通
商
店
街
を
通
り
す
ぎ
て
、
六
角
通
ま
で

ゆ
く
と
、
如
来
寺
（
第
24
回
で
紹
介
）
で
突
き
当
た
り
。
こ
こ
は
、
六
角

通
と
の
変
形
十
字
路
に
な
っ
て
い
ま
す
。
西
に
折
れ
て
、
六
角
獄
舎
跡
（
第

24
回
で
紹
介
）
を
す
ぎ
、
一
筋
西
の
通
り
を
北
へ
ゆ
く
と
、
武
信
稲
荷
神
社

の
鳥
居
が
あ
り
ま
す
。
三
條
商
店
街
の
す
ぐ
南
と
は
思
え
な
い
く
ら
い
に
鬱

蒼
と
し
た
木
立
の
境
内
で
す
。
社
伝
に
よ
れ
ば
、
貞
観
元
年
〔
八
五
九
〕
に
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武
信
稲
荷

武
信
稲
荷
の
　え
の
き榎　

　ふ
じ
わ
ら
の
よ
し
み

藤
原
良
相　
（
弘
仁
四
年
〔
八
一
三
〕
〜
貞
観
九
年
〔
八
六
七
〕）
の
創
建
。
の

ち
に
、
藤
原
武
信
（
生
没
年
不
詳
）
が
信
仰
し
た
こ
と
に
よ
り
、
武
信
稲
荷

を
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
あ
た
り
の
町
名
は
、「
　い
ま
し
ん
ざ
い
け
に
し
ち
ょ
う

今
新
在
家
西
町　
」。
西
隣
の
壬
生
馬
場
町
は
、

平
安
時
代
に
は
、
勧
学
院
の
南
に
あ
た
り
、
　ふ
じ
わ
ら
の
よ
し
み

藤
原
良
相　
（
弘
仁
四
年
〔
八
一

三
〕
〜
貞
観
九
年
〔
八
六
七
〕）
の
建
て
た
延
命
院
（
藤
原
氏
の
医
療
施
設
）

が
あ
り
ま
し
た
。
武
信
稲
荷
は
、
勧
学
院
と
延
命
院
の
鎮
守
で
あ
っ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
寛
永
年
間
（
一
六
二
四
〜
一
六
四
四
）
に
今
新
在
家
西

町
の
西
側
に
摂
津
尼
崎
の
青
山
氏
の
京
邸
が
置
か
れ
の
で
（『
京
都
市
の
地

名
』「
今
新
在
家
西
町
」
の
項
）、
武
信
稲
荷
は
こ
の
邸
内
に
含
ま
れ
て
い
た

と
推
定
さ
れ
ま
す
。

武
信
稲
荷
社
殿
の
南
に
は
、
　え
の
き榎　の
巨
木
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
巨
木
は
、
平

重
盛
が
安
芸
宮
島
か
ら
移
し
た
と
伝
え
ら
れ
、
中
京
区
の
区
民
誇
り
の
木

（
指
定
番
号
E–

02
）
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
前
回
（
第
24
回
）
紹
介
し

た
六
角
獄
舎
は
、
こ
の
巨
木
の
す
ぐ
南
で
す
。
口
伝
に
よ
れ
ば
、
妻
の
お

り
ょ
う
の
父
が
捕
ら
え
ら
れ
て
い
る
六
角
獄
舎
の
内
部
を
、
坂
本
龍
馬
が
、

こ
の
木
に
登
っ
て
う
か
が
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
そ
ん
な
危
険
な
こ
と
を

す
る
筈
は
な
い
と
い
う
の
は
素
人
考
え
で
し
ょ
う
か
。
た
だ
し
、
龍
馬
だ
っ

た
ら
や
り
か
ね
な
い
と
い
う
声
も
聞
こ
え
ま
す
。

武
信
稲
荷
の
ご
利
益
は
、
必
勝
祈
願
。「
　か
ち
こ
ま

勝
駒　
」
と
い
う
お
札
が
授
与
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
平
成
二
二
年
の
N
H
K
の
大
河
ド
ラ
マ
に
因
ん
で
、
龍

馬
・
お
り
ょ
う
の
縁
結
び
の
守
り
や
絵
馬
も
授
与
さ
れ
ま
す
。

■

二
条
陣
屋

六
角
大
宮
の
十
字
路
か
ら
、
大
宮
通
を
北
へ
進
み
ま
し
ょ
う
。
三
条
通
商

店
街
の
西
南
角
に
三
条
大
宮
児
童
公
園
、
北
側
は
三
条
通
商
店
街
に
面
し
て

い
ま
す
。
こ
の
公
園
に
は
、
ケ
ヤ
キ
の
大
木
が
あ
り
、「
三
条
大
宮
公
園
ケ

ヤ
キ
」
と
し
て
中
京
区
の
区
民
誇
り
の
木
（
指
定
番
号
E–

01
）
に
選
ば
れ

て
い
ま
す
（
写
真
中
央
に
幹
が
ち
ょ
っ
と
だ
け
写
っ
て
い
ま
す
）。

大
宮
通
を
さ
ら
に
北
上
し
て
、
姉
小
路
通
を
す
ぎ
る
と
、
二
条
陣
屋
（
小

川
家
住
宅
）。
寛
文
年
間
（
一
六
六
一
〜
一
六
七
三
）
に
建
て
ら
れ
た
建
物

で
、
国
の
重
要
文
化
財
。
二
条
城
や
京
都
所
司
代
に
伺
候
す
る
諸
大
名
や
奉

行
所
の
公
事
宿
と
し
て
利
用
さ
れ
た
の
で
、
贅
を
尽
く
し
た
造
作
と
つ
り
階

段
な
ど
の
防
衛
上
の
工
夫
が
一
体
と
な
っ
た
建
築
で
す
。
京
都
市
に
よ
る
駒

札
を
引
用
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。



409 ■ 二 条 陣 屋

三
条
大
宮
児
童
公
園

　に
じ
ょ
う
じ
ん
や

二
条
陣
屋　
（
　じ
ゅ
う
よ
う
ぶ
ん
か
ざ
い

重
要
文
化
財　
　
　お
が
わ
け

小
川
家　
　じ
ゅ
う
た
く

住
宅　
）

豊
臣
秀
吉
に
仕
え
て
　い

よ
伊
予　
　い
ま
は
る

今
治　
七
万
石
の
城
主
と
な
っ
た

　お
が
わ
と
さ
の
か
み

小
川
土
佐
守　
　す
け
た
だ

祐
忠　
は
、
関
が
原
の
合
戦
に
破
れ
て
出
家
し
、
そ

の
長
男
　せ
ん
き
つ

千
橘　
が
、
　よ
ろ
ず
や

萬
屋　
　へ
い
え
も
ん

平
右
衛
門　
と
名
乗
っ
て
、
こ
の
地
で
米
、

両
替
を
商
っ
た
が
、
こ
の
建
物
は
、
そ
の
住
宅
と
し
て
　か
ん
ぶ
ん

寛
文　
十
年

（
一
六
七
〇
年
）
頃
に
創
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

当
家
屋
は
、
二
条
城
や
京
都
　し
ょ
し
だ
い

所
司
代　
に
伺
候
す
る
諸
大
名
の

二
条
陣
屋
（
小
川
家
住
宅
）

　じ
ん
や

陣
屋　
と
し
て
、
ま
た
京
都
　ぶ
ぎ
ょ
う
し
ょ

奉
行
所　
の
　く
じ
や
ど

公
事
宿　
と
し
て
も
利
用
さ
れ

た
の
で
、
た
だ
の
住
宅
で
は
な
く
、
特
殊
な
構
造
、
設
備
が
施
さ

れ
、
防
火
上
の
工
夫
も
多
い
。

建
築
様
式
は
　す

き

や

数
奇
屋　
式
住
宅
で
、
極
め
て
繊
細
優
美
で
あ
り
、

建
築
学
的
価
値
も
非
常
に
高
い
と
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
に
、
数
奇
屋
式
住
宅
、
陣
屋
式
建

築
、
防
火
建
築
の
三
点
か
ら
、
当
時
の
国
宝
保
存
法
に
基
づ
く
国
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　お
お
み
や
ど
お
り

大
宮
通　
　お
い
け

御
池　
　さ
が下　
ル

　さ
ん
ぼ
う
お
お
み
や
ち
ょ
う

三
坊
大
宮
町　

7©

宝
に
指
定
さ
れ
、
昭
和
二
十
五
年
、
文
化
財
保
護
法
に
よ
り
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

京
都
市

二
条
陣
屋
（
小
川
家
住
宅
）
の
斜
向
い
。
東
側
の
お
宅
の
側
面
に
、
町
名

看
板
「
大
宮
通
御
池
下
ル
三
坊
大
宮
町
」
7©
が
掲
げ
て
あ
り
ま
す
。
ス
ポ

ン
サ
ー
は
不
明
。

御
池
通
に
出
る
す
こ
し
前
の
西
側
に
、
木
製
の
大
き
な
看
板
「
都
あ
ら
れ

東
坂
」。
都
あ
ら
れ
の
文
字
は
右
横
書
で
す
。
　と
う
さ
か

東
坂　
米
菓
の
玄
関
は
店
舗
風

で
な
く
、
引
戸
が
閉
ま
っ
て
い
る
の
で
、
看
板
を
見
な
い
と
見
逃
し
て
し
ま

い
ま
す
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

藤
田
眞
作
〔
ふ
じ
た
し
ん
さ
く
〕。
一
九
四
四
年
〔
昭
和
十
九
年
〕
北
九

州
市
生
ま
れ
。
学
生
・
大
学
助
手
と
し
て
、
十
年
間
、
京
都
で
生
活
。

工
学
博
士
を
取
得
後
、
二
十
五
年
間
、
富
士
写
真
フ
イ
ル
ム
（
株
）
足

柄
研
究
所
に
て
、
記
録
材
料
用
の
有
機
化
合
物
の
開
発
に
従
事
。
次
の

十
年
間
は
、
京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
と
し
て
、
有
機
合
成
化
学
・
情

報
材
料
化
学
・
化
学
情
報
学
・
数
理
化
学
の
研
究
教
育
に
従
事
。
そ
の

か
た
わ
ら
和
菓
子
を
も
と
め
て
京
都
市
内
を
徘
徊
し
、
仁
丹
の
町
名
看

板
に
興
味
を
も
つ
。
二
〇
〇
七
年
よ
り
、
湘
南
情
報
数
理
化
学
研
究
所

(h
ttp

:/
/
x
y
m

tex
.co

m
)

を
主
宰
。

「
仁
丹
の
町
名
看
板
を
よ
す
が
に
京
め
ぐ
り
」（
第
25
回
）2010/05/16

c©
2007,

2008,
2010

藤
田
眞
作http://xym

tex.com
/


